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XI. 三中全会以後の農業政策と農業経営の変化
1. 「政社分離」と集団経済
人民公社の行政組織と経済組織を分離する「政社分離」は， 1982年12月4日
に制定公布された「中華人民共和国憲法」に基づき， 徐々に実施されはじめ
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た。新憲法第95条によれば，郷や鎮は人民代表大会と人民政府を設立すると唱
っており，農村の基層政権が人民公社から郷や鎮の人民政府に移行する｀ことに
なった93)。青村郷では1983年5月17日に「政社分離」により，青村人民公社は
青村郷となり，青村郷人民政府，青村人民公社管理委員会と中国共産党青村郷
委員会に分離した。 しかし， この「政社分離」は多くの農村でもそうである
が，組織形態上での分離であり， 郷における実質上の権力は党委員会にあ
る。例えば，党委員会には書記と 3名の副書記がおり，郷政府の郷長と人民公
社管理委員会の主任は副書記であり，党委員会のランクでは党書記の下に位置
づげられている94)。5月下旬に入ると，青村人民公社管理委員会は工業公司・
農業公司・副商公司と 1塀公室を設立｀し，その下に分公司を設け，経済方面の
管理を行った。しかし，公社管理委員会の業務は人民政府の業務と重複するた
め1986年に廃止され，人民政府が 3公司と 1塀公室を直接管理するようになっ
た。
1983年 6月には唐家生産大隊でも「政社分離」を実施し，・唐家大隊は唐家村
となり，唐家村民委員会，唐家生産大隊管理委員会と中国共産党唐家村支部委
員会（支部書記は陶玉芳）に分離した。大隊管理委員会は経済方面の仕事を行い，
工業・農業・副業を管理した。工業を管理する幹部は副大隊長の猪炊良(1944年
生まれ）で，農業幹部は大隊長，副業幹部は副大隊長携であった。 1985年には大
隊管理委員会の下部組織として総廠が成立し，村営企業等を管理した。総廠に
は総廠長（徐森林）と副総廠長，その下に財務科• 生産科・供錯科が設けられ
た。 1986年には猪炊良が党支部書記になり，工業副大隊長に徐森林が，総廠長
に唐世栄(1944年生まれ）が就任した。ところが， 大隊管理委員会も村民委員会
とその業務が重複し， 1987年8月の第 2回村民委員会改選の時に廃止され，村
民委員会が工業・農業・副業の管理を行うようになった。 14の生産隊はそのま
93) 「中華人民共和国憲法」全国人民代表大会常務委員会法制工作委員会編「中華人民共
和国法律及有関法規歴編1979年ー1984年」 1986年， pp.25~26。
94)前掲「青村志Jp. 59。
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ま村民小組となったので，言ってみれば村民小組も解放前の自然村を基礎にし
て成立したことになる。生産隊の会計は生産責任制実施により廃止され，その
かわり聯隊会計制が実施され，数人の聯隊会計が村民小組の会計を担当した。
1983年度の聯隊会計には呉志龍・呉志勤・季洪章・呉水官の4人が当たり，
1984年~1985年には呉志龍・呉志勤・季洪章の 3人が， 1986年~1987年には
呉志龍・呉志勤の 2人が， 1988年には呉志龍ただ 1人が会計となった95)。ただ
し，会計簿は各村民小組毎にあった。
以上のような「政社分離」により，これまでの「人民公社一生産大隊一生産
隊」は「郷人民政府一村民委員会一村民小組」という三級制に変わり，青村郷
は14行政村， 186村民小組を管轄するようになった。 1988年現在の唐家村の村
民委員会や党支部委員会，各種委員会の役職者とその手当ては，次のようであ
る。
①村民委員会は 7人の委員で構成される。その内訳は主任 1人（庄飛龍），副主
任3人と委員 3人である。副主任の 3人は農副業担当の呉海龍(1960年生まれ），
工業担当の唐世栄，会計担当（総会計）の藩秀花であり，委員3人は調解主任（村
内の揉め事を仲裁）の曹妙慶， 共産主義青年団支部書記と民兵聯長を兼任する治
保主任（治安を担当）の蒋永官，農機隊償業機械隊）長を兼任する植保主任の方妙
龍(1947年生まれ）である。かれらの手当ては会計が 1,400元と最も多く，次に主
任と 2人の副主任が1,378元， 3人の委員が1,358元である。
R党支部委員会は書記・副書記と委員の 3人で構成され，既述したごとく副
書記と委員の 2人はそれぞれ村民委員会の主任と調解委員をしており，村民委
員会のトップは党支部委員会のランクでは下にいる。書記の手当ては村民委員
会の主任（副書記）より少し多い1,397元である。
③会計では，総会計が既述した村民委員会副主任の藩秀花であり，その他に
大隊（村）出納に陸秀妹がおり，その手当ては 1,102元である。また，唐家村エ
業会計は徐永章(1942年生まれ）である。
95)第14表では， 1987年度の村聯隊会計の1人の名前は呉志勤ではなく呉柴芹である。
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④婦女委員会は 5人で構成され，主任には会計の藩秀花が，副主任には大隊
出納の陸秀妹が兼任しており， 3人の委員には察志芳・肘桂芳・呉小英がな
り，唐桂芳は後出の第14表によれば村医責任者で 1987年度に 1,129元の手当て
があり，察志芳と呉小英については不明である。
⑤共産主義青年団（共青団）支部は 5人の委員で構成され， 書記には村民委員
会の治保主任であり，民兵聯長を兼任する蒋永官がなり， 4人の委員には婦女
第14表 1987年度唐家村事業単位分配額（単位：元）
姓名＼金額 I 職 務
庄妍良 1,250 機口責任者
呉錫軍 1,158 機口人員
猪伯勤 1,204 機口人員
呉志良 1,204 農機隊運転手
堵徳龍 1,204 農機隊運転手
凋躍祖 1,250 大隊電工組長
呉同均 1,158 大隊厖工組員
崖祖根 1,158 大隊電工組員
呉志龍 1,204 村聯隊会計
呉柴芹 1,045 村聯隊会計
陸秀妹 1,129 村出納会計
呉水官 1,159 村聯隊出納会計
唐桂芳 1,129 郷村医者責任者
蒋文悉 1,112 郷村医者
徐春芳 1,003 郷村医者
徹永柚 1,204 護村隊員
徐冬芳 955 幼稚園教師責任者
季芹芳 910 幼稚園教師
金翠英 910 幼稚園教師
翁友仙 757 保育園保母
唐賢珍 721 保育園保母
石火珍 721 保育園保母
張秀連 721 保育園保母
金蘭宝 836 幼稚園炊事員
呉秋娼 600 住血吸虫病予防薬散布員
季銀仙 630 住血吸虫病予防薬散布員
出所）村より提供された資料に基づく。
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委員の察志芳・徐春芳．徐潮明・楊春華がなっている。このうち徐潮明は郷高
圧廠に，楊春華は青村化肥廠に配属され，そこからの収入があるので特別な手
当てはない。徐春芳は第14表によれば，村医で 1987年度は 1,003元の手当てを
貰っており，察志芳については不明である。
⑥調解委員会は 3人の委員で構成され，主任には既述した村民委員会委員の
曹妙慶， 副主任には愈永楼 (1930年生まれ）， 委員には共青団支部書記の蒋永官
がなっている。
また，これら村幹部以外の職務・担当者・その手当では第14表のごとくであ
る。職務には機ロ・農機隊・電工・会計・医療・幼稚園・保育園等があり，既
述の幹部と同じ名前が出ている。給料は最高が機口責任者と大隊電工組長の
1,250元で， 最低は住血吸虫予防薬散布員の 500元と， 上記の幹部よりも少な
い。
以上のように村の各種委員会の役職や職務が村民に割り当てられ，村幹部と
して一定の権限を持ち，その職務に従事している。ところが，これらの中に同
一人物が重複して役職に名前を列ねているのが数多く見出される。これは村行
政を簡素化し村幹部手当ての負担を少なくすることもあるが，それだけではな
く村行政に携わることが出来る能力をもった村民が少ないことをも物語ってい
る。特に，青年達は村幹部として村に留まるよりも村外へ出て活躍したがり，
村に残る知識青年は少ない。また，農村には知識人が少なく，今後の村経済の
発展や農民生活の向上のための人材育成は大きな課題である。
2. 農業生産責任制と農業経営
農業生産責任制は，周知のように1978年12月に開催された中国共産党第11期
三中全会において，原則上通過した「農業の発展を速めるための若干の問題に
ついての決定」96)により各地の農村に普及した。唐家村では農業生産責任制実
96)第11期三中全会で原則上通過した「関千加快農業発展若千問題的決定」は， 1979年9
月28日の四中全会で正式に通過した。
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施の一環として 1'982年 3月に口糧（食糧）田の分配が行われた97)。口糧田は生産
隊ではなくして生産大隊を単位として分配された。これまで農家に対する口糧
分配は，①家族数，③労働力数，③労働点数に基づいて行われてきた。具体的
には 1等級で 1カ月 53斤， 2等級50斤， 3等級47斤， 4等級44斤， 5等級41
斤，等外38斤，中学生41斤， 1歳の子供7斤(1歳増す毎に2斤増加）であった。
そこで，過去3年間の畝産を1,400斤として， 1人当たり平均0.6畝（これまでの
自留地を含む）を分配した。具体的には既述の口糧合計100斤につき0.9畝を分配
した。例えば，徐家塘の呉海龍（唐家村副主任， 1960年生まれ）は父母•姉•本人
の4人家族で，父と本人は 1等級，母と姉は 2等級であるので， 口糧合計は
206斤となり，分配地は 206斤+100斤XQ.9畝=1.854畝の口糧田を得た。口糧
以外の耕地はこれまでと同様に生産隊で集団経営をした。
責任田の分配は 1983年 9月に実施され， 大包干制を開始した。『青村志』に
よれば，青村公社の 186生産隊全部が「統一経営， 包干分配」の生産量にリン
クした「聯産承包責任制」を実施したとある98)。責任田の分配は，（各生産隊の
耕地面積ーロ糧田一大隊幹部の分配地）＋農業労働力で算出された。大隊幹部とは
書記・副書記（主任）・大隊長・総会計（婦女主任）・ 植保主任・糧管員・団書記
（民兵聯長）・植保員であり， 植保員には 1人当たり 1畝半， その他の幹部には
1畝が分配された。農業労働力とは 18歳~64歳までの農業に従事する者であ
る99)。また， 郷鎮企業職工や大隊牧場人員・機口人員・医務人員（裸足の医者）
・保育園保母・獣医人員・下伸店（雑貨店）店員には責任田の分配はない。ま
た，生産隊が所有する耕地面積は異なり，労働力も異なるので，生産隊により
. 1人当たり分配地は異なった。 1983年当時の責任田分配では，最多が第13生産
隊の 4畝で，最少が第 1生産隊の 1畝である。
97)口糧田には開方田（黒田）が含まれており，開方田はクリーク等を埋め立てて造成し
た耕地で，上級には知らせていないので黒田となっている。
98)前掲「青村志」 p.16。
99)実際には農民は数え年を採用しており，新年で数えで66歳になった最初の 1月に引退
する。
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以上のような方法で土地は分配されたが，各農家はこれまでの集団労働と異
なり，どのような形態で農業経営を行っているのか，聞き取りによれば次のよ
うである。
①総会計の藩秀花は，家族が父母•本人夫婦・夫の姉と妹•本人の弟・夫の
兄弟の計8人で， 5.5畝の土地を耕作している。 自留地は家を新築したのです
でに存在していない。 5.5畝のうち， 1畝に西瓜を植え， その後作に大麦を混
作するので，大麦の栽培面積はは0.5畝である。水稲作は早稲を2.5畝，二期作
目の后季稲を3.8畝を栽培し， その他に雑辺地に油菜を栽培している。家族労
働力に不足はない。
R調解主任の曹妙慶は，本人・妻・子供2人の計 4人家族で，労働力も 4人
である。土地は 6畝あり， 1. 2畝は池塘として養魚を行い， 2畝には大麦ー西
瓜一晩稲， 1畝に油菜一苗床一晩稲， 1.8畝に緑肥一早稲一后季稲と輪作して
いる。これらの土地は自家労働力で耕作しており，大麦の収穫と水稲の田植え
は約 5日間を要するだけで，農機隊に委託はしていない。逆に農繁期には隣の
妻の妹宅に 1日，もう 1人の妹宅に 1日手伝いをしている。
⑧村民委員会主任の庄飛龍は 4人家族で，労働力が2人，土地は3.5畝あり，
そのうち 0.2畝は雑辺地として油菜一棉花を栽培し， 2畝に緑肥一早稲一后季
稲， 0.5畝に油菜ー苗床一晩稲， 0.8畝に大麦一西瓜一晩稲を栽培している。
妻の妹に 3日間，兄弟に半日，后季稲の田植えを手伝ってもらっており，ここ
でも農機隊に代耕を委託していない。
④村民の呉海祥は 2人家族で責任田はなく， 1. 3畝の口糧田のみである。こ
のうち 0.2畝に油菜一苗床一晩稲， 0.38畝に緑肥一早稲一后季稲， 0.7畝（開
方田）に早稲ー后季稲を栽培している。早稲の収穫と后季稲の田植えには 2組
の娘夫婦に 2日間手伝ってもらい，農機隊に委託していない。農業生産力は普
通の水田で早稲が畝産800~850斤，后季稲が700~800斤であり，開方田はこれ
よりも100~150斤少ない。
以上のように各農家では分配を受けた土地を個別に経営しており，集団経営
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の名残である農機隊に耕転・収穫を委託する農家は少ない。ところで，土地分
配後に家族や労働力に変化が生じ，農家間に土地の不平等が生じた場合，一体
どのような形で処理しているのであろうか。
①若者が新たに幹部となった場合には，新幹部には土地の分配がなく，こ
れらの幹部は村営企業に配属され，そこからの収入が期待される。
③子供が生まれたり，人が死亡して人口に変動が生じた場合には，農家に
分配された口糧田と責任田との比率を変えることによって調節する。例え
ば，人口が増加しても分配地は変化しないが，国家への統購量を減らすこと
で調節する。すなわち，各農家の統購量＝生産隊の統購任務＋生産隊責任田
（生産隊全耕地面積ー ロ糧田） X請負責任田で求められる。各農家への口糧田は
1人当たり0.6畝であるので，各農家の統購量の数式は， 生産隊の統購任務
+(生産隊全耕地面積ー 0.6畝x家族数） X請負責任田となり， 家族数を変化させ
ることによって統購量を変化させる。
③村の女性が他村へ嫁いだり， 農業従事者が企業の職エとなった場合に
は，分配地に変化はない。
このような方法では農家間だけでなく，生産隊間にも土地の不平等が生じる
ことになる。例えば，1988年現在で 1人当たり責任田分配の最大はやはり第13生
産隊であるが，その面積は3.5畝であり，最小は第 1生産隊の0.5畝である。第
13生産隊では企業に勤務する者が多く，人口も増加しているが，農業労働力は
減少しているので， 1人当たりの分配地の減少幅は少ない。一方，第 1生産隊
は村営企業の多くが隊内にあるため，その敷地として利用され，耕地が減少す
るとともに，殷業労働力が増加したため， 1人当たり責任田では大幅に減少し
た。
3. 農業経営の変化と農機隊の役割
農業生産責任制の実施は，これまでの集団経営を個別経営へ変化させただけ
ではなく，生産大隊（村）や生産隊（村民小組）が所有していた農業機械の利用も
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次のような形態に変化させた。まず，生産隊が所有していた脱穀機や扇風機・
ポンプ・水牛はそのまま生産隊が管理した。すなわち，各生産隊は第15表のよ
うな小脱穀機や大脱穀機，小ポンプ，牛を所有・管理しており，その合計は小
脱穀機が37台，大脱穀機18台，小ポンプ22台，牛19頭であり，約15戸の農家で
脱穀機 1台を所有し，修理は生産隊で行い，新品を購入する場合には生産隊が
負担した。水牛も生産隊で所有し，生産隊の専牛人が世話した。専牛人の手当
ては1985年で200元， 1986年には多くの生産隊で 365元(1日1元）となり， 1987
年には全生産隊で 365元となった。水牛は耕転の後に耕地を杷平（ハロー）する
ために利用し， 1畝を肥地してもらえば，専牛人に 1.8元を支払った，小型ト
ラクター (10馬力）や中型トラクター (50馬力）は農機隊に請負わした。農民の応
答では，当初の頃には農機隊は生産隊と生産大隊とにあり，腹民は自己の所属
する生産隊に耕転を依頼したようであるが，生産隊の罠機隊の運営については
不明である。
第15表唐家村各組農機具・役畜所有状況
＼村民小組小脱穀機大脱穀機小ボンプ 牛
1 2 1 2 1 
2 3 1 2 1 
3 3 1 1 2 
4 4 1 2 2 
5 2 1 1 1 
6 3 1 2 1 
7 3 1 1 1 
8 3 2 2 2 ， 2 1 2 2 
10 2 1 2 1 
11 3 1 2 2 
12 2 3 1 1 
13 3 1 1 1 
14 2 2 1 1 
計 37 1s I 22 19 
出所）村会計の提供した資料に基づく。
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農機隊の管理・運営を見ると，農民が耕転を農機隊に依頼した場合，代耕費
や農業機械修理費を植物保護費や灌漑費等と一緒に大隊に支払い，大隊から農
機隊に代耕費が支払われた。農民の 1畝当たりの負担額は1984年が40元であり，
その内訳は農業税が11~12元， トラクターによる代耕費 5~5.8元，植物保護費
1.5~ 2元，灌漑費4元，農業機械修理費10元，生産隊人件費 3~5元，生産隊
公積金5元である。大隊から代耕費を受け取った農機隊は燃料費と維持補修費
を除き，トラクター運転手に 1畝当たりにつき 1~1.5元の手当てを支払った。
1985年~1986年には 1畝当たり 45元で， そのうち代耕費は1985年6元， 1986 
年6.5元であり， 1987年は50元で，そのうち代耕費は7.5元であった。 1988年は
45元と減少するが，この中には代耕費は含まれていない。その内訳は①農業税
17.6元，③水費（灌漑費）5.5元， ③生産隊人件費4元（専門家の手当て，専牛人の
手当て），④生産隊生産費用 5元頃譴：修理費等）， ⑥残りは公積金である。生産
隊の管理費は大隊から生産隊に支払われる。そして，代耕費は農民が直接農機
隊に支払うようになった。代耕を依頼しなければもちろん支払う必要はない。
このような生産隊の収支状況を第16表の第7村民小組（高宅）で見てみよう。
まず，収入であるが，既述の土地面積に対して割り当てた農民からの上納金は
1984年が6,963元， 1985年7,624元， 1986年7,474元， 1987年8,163元と徐々に増
加しており，逆に郷営企業職工の休職手当て積立金や銀行利子等の集団経済と
しての村民小組自身の収入は減少している。その結果， 1986年度を除いて各年
度の収入はほぼ一定である。一方，支出の方を見ると，集団経済としての村民
小組の役割が減少することにより，水費・脱穀費や1983年以前の大隊借入金等
を含む大隊（村）への上納金も1985年以降大幅に減少している。また，専牛人や
農機隊の養牛・灌漑・機械耕転・ ハロー・田植え等に対する給料は1984年度に
比して大幅に増加している。しかし，修理費や物品の購入費・各種支出・減価
償却費・公益金等は減少しており，村民小組としての集団経済に対する投資が
おろそかになっている。しかし，公積金は毎年徐々に増加しているが，これが
国から割り当てられる国庫券（国債）の購入のために増加しているのであれば問
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第16表 1984年度~1987年度唐家村第7村民小組（高宅）収支状況（単位：元）
こ口 収入 ＼ 項目 支出1984年11985年11986年11987年 1984年11985年11986年11987年
農上民からの
納金 6,963 7,624 7,474 8,163 大上隊納へ金の 2,331 760 715 765 
その他の収入 1,374 775 252 275 各種給料 210 485 490 657 
専門家の給料 1,424 2,442 2,700 2,488 
修 理 費 841 669 127 273 
購 入 費 532 264 134 108 
各種支出 257 320 116 114 
減価償却費 344 200 50 270 
税金（農業税） 1,784 2,408 2,408 2,674 
公 積 金 200 551 786 889 
公 益 金 414 300 200 200 
ムロ 計 I 8. 3371 s. 3991 7. 1261 8. 4381 メロ 計 j 8.33718, 399j 7. 126j 8. 438 
出所）村より提供された資料に基づく。
題である。そうでなければ集団経済の強化に意味をもった投資である。そし
て，支出の最大は農業税であり，絶対額としてば減少しているどころか増加し
ており，全体の31.79cるをも占めている。
ところで， 1988年から農機隊運転手は代耕の担益を自己負担しなければなら
ず，収益からトラクターの燃料費や維持補修費を負担した。農機隊の業務内容
は次のようである。①耕転，これは早稲では 2回耕転し 1畝当たり 6元，単季晩
稲では 2回耕転し 6元，二期作目の后季稲は 1回で4元を徴収した。②田植え
は苗を含まなければ 1畝当たり 8元，苗も含んで早稲が15元，単季晩稲が12元で
あり，后季稲は一般に農家自身で田植えした。③コンバインによる大麦の収穫
は 1畝当たり 6元である 100)。農機隊運転手は悶民からの委託に対して， 1畝
につき 0.5元を農機隊に納めた。ただし，農機隊と村幹部は耕転の内容を検査
100)農機隊については応答者によりその内容がかなり異なっている。農業生産という村
にとって重要なことにもかかわらず， 村幹部はあまり具体的にその実情を知ってい
ないのが不思謡である。村幹部の別の応答では， コンバインによる収穫は1畝当た
り8元であった。
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して，次のようであれば， 0.5元を運転手に返却した。 もし，①耕転の深さが
3.5寸以上であり，③耕転していない筋が4本以下であり， ⑧耕転の完成時期
が農民の要求に合致している場合である。また，仕事が特別に良ければ， 1人
につき 4~5元のボーナスを出した。毎年 1~2人がこのボーナスを得た。
農機隊は中型トラクターを 2台と小型トラクター 6台，コンバイン 1台，田
植機2台を所有し，小型トラクターのうち 5台は常時使用し，残り 1台は忙し
いときのみ利用した。別の応答では中型トラクターは 3台あり，それぞれのト
ラククーは1987年， 1988年4月，同年8月に購入したとのことで， 1975年に購
入したトラクターは運輸用に利用している。小型トラクターのうち 8台は使用
しておらず，このうちの 4台は壊れてしまい全く使用出来ず，残り 4台は部品
がないために使用出来ず，部品調達用の予備としておいてある。もし新しく農
業機械を購入するとすれば，村財政の負担で購入するとのことであるが，どう
して古いトラクターを放置したままで修理しないのか不思議である。このよう
に見てくると農業生産の個別化は農業機械への依存度を減少させ，集団経済の
意義を弱めている。 ‘ 
農機隊メンバーは 8人で， そのうちの 1人が植保主任である農機隊長であ
る101)。5人が5台の小型トラクターで耕転を請負い， 2人が中型トラクター
とコンバインを使用して耕転と収穫の請負いを行い，この 2人と農機隊長が田
植機を利用して田植えを請負っている。まず，①耕転は小型トラクター 5台と
中型トラクター 2台で請負い，耕地1,990畝のうち可耕面積は， 1,900畝で，播
種面稼は西瓜350畝，早稲700畝，単季晩稲400畝，后季稲1,050畝，大麦450畝，
油菜300畝，山芋15畝の計3,265畝であり，そのうち農業機械による耕転面稼は
西瓜350畝，早稲380畝，単季晩稲300畝，后季稲800畝，大麦300畝の計2,130畝
である。雑辺地の油菜や山芋を除く播種面積2,950畝の 72.2彩を農機隊が代耕
している。代耕していない耕地はクリークを埋め立てた窪地で，農業機械を入
れることが不可能な耕地であり，人力で耕転するしかない。これらの耕地には
101)別の村幹部の応答では，農機隊は隊長と運転手9人であった。
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早稲を320畝，単季晩稲100畝，后季稲250畝，大麦150畝栽培している。②田植え
は1987年までは育苗廠を請負っていた村民の陳家財が38畝に機械植えをしてい
たが， 1988年からは農機隊が良種を栽培して単季晩稲を30畝請負うようになっ
た。③収穫はコンバイン（奉賢県塘外郷製）が麦の収穫にしか利用出来ないため，
大麦収穫105畝とコンバインを利用した麦の脱穀100畝を請負っているのみであ
る。
以上のように耕転を除いて詰負面積が少ないのは，①大麦と西瓜を混作して
いるため，収穫にコンバインを利用出来ない。②田植機の性能が良くなく，ま
た苗の本数と間隔が合わないため，農民が機械による田植えを好まない等のた
めである。それにも増して農業生産の個別化は股家内分業を可能とし，季節的
な農作業は家族労働力をフル稼働させることにより，農業機械を必要としなく
なった。農業機械に代わって逆に親戚や友人・隣人との農耕上の協力が多く見
られるようになり，再び地縁・血縁関係が見直され始めている。手伝いに来て
貰った場合には，お金で精算しないで食事を提供するのみである。例えば，午
中だけの協力であれば昼食を， 1日中の協力であれば昼食と夕食を提供する。
X. 農村の工業化と産業構造の変化
1. 農村工業の歴史 ・ 
近年，上海近郊農村における郷鎮企業の発展は目覚ましいが，これらの農村
工業化の契機をどこに求めることが出来るのであろうか。解放後の農村工業の
興隆は大きく分けて 3回あった。まず第一次興隆期は1958年から始まる大躍進
運動である。この時期の水利建設や肥料作り運動は必然的に農業生産用具の需
要をもたらし，農村に農機具修理工場を始め錬鉄生産を行うための土法炉等の
各種小工業を成立させた。この悶村小工業建設は経済効率という点から見ると，
多くの農村では失敗に終わったが，農村工業化の契機となった点は評価されて
よいであろう。第二次興隆期は文化大革命期の社隊企業建設である。社会主義
の理念が突出した文革は，牒村人民公社を大躍進期と同様，農・ エ・商・教育・
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第1表解放前~1956年
業種 1 解放前 (1911-49年） l解放初 (1849-51年） I 
繰（軋花綿） 新興 (1軒）
碗米・
蹟振永興：・（戻民計屑1昌3i{lf：・ 閑源)昌：・悶民興：・
公（興叶1・5裕軒茂）が創設
搾油
煉 瓦 (1. 軒） I公合裕作大察が・膠創永設大（計・4エ軒人） 
鉄業 東陸源万興順・・朱西興万興隆・・夏計蒋源万7軒順興 ・
（） 
合順興が創設（計8軒）
這認霞暑型：：m翡類:謳贄嘉如： 
伝
竹業 程李大合興茂・・施公振盛興升・・芦陶叶正順6大軒・ 王が創品記設・永興（計・陶9正軒興） 
統 （） 
的
銅錫業 撲祥泰・襖源泰•金太龍（計3 軒）
手 雨傘 注万茂・沈祥興（計2軒）
工
衡器 I I夏恒興・徐振（興計が2創軒設） I 
業
石エ I Iエ万興が創設 (1軒） 1 
． 服装 庄昌龍記・公興記・（興叶昌4軒・華） 
霞翻釦咀濯環i温
染色 1陳泰祥万升・茂縛鼎（泰計協4軒・協） I 呉長豊が創設c計5軒） I 
硝皮 1膠桂記 (1軒）
出所）前掲「青村志』 pp.127~130より作成。
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強鴨振7制華-的嘘8・（民軒に計貨中昌が7止残-な．霜どこ8・軒引のる丞計3 っ
（計4軒）
東鉄店合万興営を処等「聯」の興計に大組7軒炉織打の
（計9軒）
（計2軒）
(1軒）
（計13軒）
（計5軒）
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青村郷における郷営企業の系譜
1953年10月 I 1954年 1 1955年 I1956年1月 I1956年5月
j 10月に搾油部門が青村 年末に江蘇省射
搾油廠に合併 陽県に移転
万順・永順・振興・東南・振華・民昌・ 大興が
万順・ 永順・振興・民昌に合併。やかて，民昌
は庄行郷に移転。その直後，三官郷と銭橋郷の
碩米工場が連合し，破米総廠を設立。青村の碩
米廠は3廠となる。
（計7-8軒）
＼ 
合聯興営処大炉打鉄
木組錆業社に木組を織青業村加供工
竹組鎖業社に組竹を業織青村加供工
5月に胡家橋から 1搾
油廠が移入。奉賢県供
蛸連合社青村搾油廠と
名付けられる。
加名2軒入。の鉄鉄店業筍を合備営組処と改に
木社の木業か加業ら工分生組離産，組を青独が村成立供採立算鎖
竹か業ら加分生工離産組，を青独が村成立供採立錆算社の
I 
I 
I 
奉賢県供錆連合 3月に地方 地方国営奉賢
社青村搾油廠 国営奉賢油 油廠
廠と改名
合10月作社に鉄業生産
青心村社(3鉄0人木業）社中 社青中村心鉄社業区手社青村工業分
生9月産合に木作業社竹業 青心村社(4木鉄7人業木）社中 青社中木村心社業区手青社村工業分
心青村社(10鉄五人金木）社中 青社中村五心社金区社手青工村業分
・-------------------------
合10月作社に雨傘生産 青心村社(1鉄雨5人木傘）社中 青社中村心雨社傘区青社手村工業分
・・・・・・・・・・・--・・ ● ..... L 「―-・-・・
------------ --------------------一•
合10作月社に縫製生産
心青村社(3鉄9裁人木縫）社中 青社中村心縫社製区手青社村工業分
------------r-------------
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軍事等をトータルに実践するコミューンと位置づけ，農業以外にも工業建設を
重視した。多くの農村ではこの時期に建設された社隊企業が今日の郷鎮企業と
して発展している。そして，第三次興隆期は1978年12月に開催された中国共産
党第11期三中全会以後の路線の転換による郷鎮企業建設である。
ところで， 青村地区の農村工業の歴史は， 解放前にさかのぽることが出来
る。『青村志」によれば， 本地区は上海の近郊農村に位置し， 解放前から農村
商工業はかなり発達してきた102)。市場町（マーケット・タウン）である青村港鎮
は清代にはすでに商業が発展し，水陸交通が開かれ，手工業発展の中心地とな
った。例えば，・農産物加工工場である酒坊・糖坊（飴菓子工場）・醤園（醤油・味
噌・味噌漬等の製造販売店）・豆麺坊（豆類製粉業）．粽餅舗（菓子店）， 各種生産用具
や生活用品を生産する竹器店・木器店・鉄店・陶磁器店・煉瓦店・石灰店・石
舗店等があった。清末になると，搾油や硯米（精米）．軋花（繰綿）・鉄作舗等の
比較的規模の大きい手工業が出現し， その経営方式も個人資本から合股（複数
の資本家による共同出資）にまで及び，家族労働力だけでな<.徒弟や使用人を雇
って経営する工場も出現した。
民国期に入ると，青村港鎮は奉賢県東部の中心的位置を占め，現在の青村・
泰日・金匪・光明・銭橋・塘外各郷の政治・経済・文化の中心地となった。解
放前の1920年代~30年代にかけて第17表に見られるように各種の工業や伝統的
手工業が存在し，地域の需要に応えてきた。
解放後，青村区政府は農業・副業生産を回復•発展させると同時に，工業や
手工業生産も回復発展させることに着手した。区政府は私営の加工廠や作坊・
店舗に対して．その実情を見て資金を貸与し，継続して開業•生産することを
奨励した。その結果，解放前から存在した 13の硯米廠と 1軋花廠・ 1縛瓦（煉
瓦）廠を除くと，農副産品加工工場は生産を回復し．第17表に見られるように，
新たに各種の工場が創設され，加工工場数は 20,従業員は 250余人，資金は 6
102)前掲「青村志」 pp.127~131。本節における郷営企業の発展史は本資料に負ってい
る。
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万余元に達した。特に，軋花廠の「新興」は労働者が 100人近く，資金は 2万
1,000余元となった。伝統的手工業も第17表に見られるように増加し， 手工業
の作坊や店舗が約60,従業員240余人，資金は 5万余元で，その中の最大は木
材店の「大興」で，労働者が12人，資金が4万余元であった。
1952年には手工業企業は聯営（連合経営）が行われ， 青村（港）鎮の夏万興等の
7鉄店が連合して鉄匠28人，資金3,703元の「聯興大炉打鉄合営処」を設立し
た。「三反・五反運動」の中で， 加工工場のある個別資本は改造に抵抗し，資
金の縮小と脱税を行ったので，強制的に閉鎖させられ，ある者は青村から出て
いった。この時，硯米廠は 7~8廠が残っただけで，比較的規模の大きい工場
として万順・振興・永順の 3廠があった。 1953年10月に青村供鎖社は青村鎮に
ある木業・竹業加工組を木業生産組と竹業生産組に分けて単独経営とし，木業
組21人，竹業組16人に組織した。また， 他の 2つの鉄店も聯営に加入させ，
「合営処」は「鉄業需備社」に名称を変更した。 5月には胡家橋から移転して
きた搾油廠は「奉賢県供錆聯合社青村搾油廠」となり， 10月に「新興軋花廠」
は「搾油廠」と合併した。
1955年に政府は手工業に対する「社会主義改造」を実行した。まず 9月に木
業・竹業の 2つの生産組は生産合作社に組織した。 10月に入ると引き続き鉄
業，雨傘，縫製等の生産合作社が成立した。年末には「新興軋花廠」は江蘇省
射陽県へ転出した。 1956年 1月青村全区の私営店舗と手工業は組織されて「青
村鉄木業中心社」となり，その下に鉄業社30人，木業社47人，雨傘社15人，五
金社10人，縫製社39人が組織された。そして 5月には「青村区手工業中心社」
となり，銭橋郷と三官郷の手工業分社も包摂され，労働者200余人になった。ま
た，対私改造中において，硯米廠は調整と合併が進行し，振華・東南・永順・
振興・大興・万順・民昌の 7廠は永順・振興・万順・民昌の 4廠に合併され，
後に民昌は庄行郷へ移転し，青村の硯米廠は僅か 3廠となった。そして，硯米
廠は県糧食局の管轄に属し，解放前から存在した手工業と工業の社会主義改造
は完成した。
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人民公社の成立とともに1958年秋には，青村人民公社管理委員会に交通工業
部が成立し，股長・副股長各 1名が置かれた。この時，各地において小高炉が
建設され，「大錬鉄」運動が起こり， 小工場が建設された。青村公社では 2カ
月もかからないで，菌肥・ 農薬・機械・修理・メリヤス被服・製服・石綿・軸
受・酒・油・春雨・製紙・煉瓦・食品・ 五金工具等の10数工場が設立された。
手工業社や硯米廠等のような県に属していた企業は公社に払い下げられ，青村
の県属企業は僅か奉賢油廠と振興裾米廠のみとなった。それゆえ，全公社職工
数は500余人に増加し，そのうち手工業系統は160余人から400余人に増加した。
1959年には公社管理委員会に農機工業部が成立し，工業交通部に取って替わっ
た。同業種を整頓・合併して，公社営企業は発展した。 12月に入って全公社に
4つの総廠，すなわち農具機械廠，針織（メリヤス）被服廠，化工建築総合廠，
糧油廠が成立した。 1960年には農副産品総合利用廠が設立され，全公社職工数
は766人に達し，工業総生産額230余万元となった。そのうち農具機械廠の職工
数は219人，メリヤス被服廠は185人，化工建築総合廠は147人，糧油廠115人，農
副産品総合利用廠77人であった。農具機械廠は主に高圧ポンプ・小型シリンダ
ー・鋸・鉄塔・鎌等の生産とエンジンの修理を行い，メリヤス被服廠は服装・綿
絨毯の生産と綿糸の染色，化工建築総合廠は硫酸鉄と三六粉の生産，糧油廠は油
菜・稲麦と各種飼料の加工，農副産品総合利用廠は春雨・麦芽糖の生産と酒の
醸造を行った。このように大躍進期は青村郷における農村工業化の一画期とな
った。これが農村工業の第一次興隆期である。
ところが，大躍進運動の失敗により調整期に入ると，農村工業の整理・整頓
が実施され始めた。まず， 1961年10月30日に手工業生産合作社が回復し， 縫
製・製靴・染色業等は手工業社の管理に帰し， 県手工業局の指導に属した。
農具機械廠の機械部門は公社に残り，単独に公社農機廠となった。 1962年2
月に総合利用廠の春雨部門は塘外公社の管轄に帰した。 1964年に公社は化肥
（化学肥料）廠・農機廠．碑瓦廠·碩米廠・セメント製品加工廠•石綿製品加工
廠等の 6企業を有し，職工数は360余人，そのうち固定エが130人，半工半農が
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230余人で，総生産額は約210万元，純利潤10万元となった。 1965年，公社管理
委員会は農機工業部を工業組に再編し， 化肥廠を腹薬化肥総合廠に名称変更
した。また，煉瓦・砥米・セメント製品加工の諸工場は総合廠に帰し， 3部門
とした。それゆえ青村公社営工場は総合・農機・石綿の3工場となった。
文革初期，公社営企業の生産は不正常となり，品質は低下し，ある製品は売
行き不振となり，総合セメント製品部門と煉瓦部門を閉鎖し，硫酸マグネシ・ウ
ムの生産に切り替え，工場名も青村公社化肥廠と変更した。石綿五金廠は石綿
加工を淘汰し，小五金修理や機械部品・部品加工に切り替え，工場名を総合五
金廠に変更した。 1972年初に鎮西の市梢原万順廠の跡に公社拉絲廠（伸線工場）
を設立し，銅線と鉄線の加工を行った。 5月には鎮南の耶蘇堂跡地に畜牧総場
により塑料廠（プラスチック工場）が設立され（後に公社営に変わる）， ビニール紐・
薬液罐．魔法瓶の外枠等を生産した。 1977年には元の春雨部門の跡地に公社粉
絲（春雨）廠を再建し，春雨と搾菜を加工した。 1979年には公社は北港大隊第4
生産隊の浦東運河北岸の小煉瓦工場跡地に新しく縛瓦廠（輪窯）を建設し，年産
3,000余方個の煉瓦を生産するようになった。 このように現在青村郷に存在す
る郷営企業の多くはこの文革後期に設立されたものである。これが農村工業の
第二次興隆期である。
1980年に公社工業組を工業塀公室として拡大再編し，その権限を強化し，主
任を 1名，副主任3名を置き，別に工作人員を 4名置いた。この年，公社は疏
菜場に造漆廠を創建し，各種の色漆を生産し，「光耀牌」というプランド名を付
けた。また，水産隊の天主堂旧趾（在北港村）にメリヤス工場を新建し，各種のナ
イロン・ダクロン・ナイロン製の衣服とズボンを加工した。元公社農機廠は電
器製品の発展により電器と農機修造の 2工場に分かれ，南奉公路を境として南
は電器廠，北は農機修造廠とした。 1981年，総合五金廠は機械五金廠と名称を変
更した。同年，公社は元街道（町内会）管理に属していた服装廠と印花（押し染め）
廠を接収した。服装廠は南奉公路の傍に設立し，印花廠は食糧管理所の南側に
設立し，両工場は各自独立採算制を実施した。 7月 1日に公社は水産隊の北側に
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第18表 1956年~1983年青村郷に
1956年5月 11858年秋 11959年末11960年 11961年11月11963年 1 196~ 年 11965年 I
碩米総廠第 1振興磯米廠
3, 第4工場 （県営）
地方国営奉賢油廠（県営）
青
村i鉄業社
区 青村手工業
手 社鉄木竹総
工:-------・ 廠
業！木業社
中！—――------------
心i竹業社
［こ：
！縫製社 1針織被服廠
1糠油廠
青村公社機
械廠。やが
て，農機廠農機廠
と改名
！鉄業分社
i・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ —··························' i 'j木業分社
手：
i 生戸・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
産！五金分社
窟社:・・・・・・・・・・―...... ―...... ―・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
i縫製分社
石綿製品加工廠
セメント製品加
工廠
碑瓦廠 化工建築総合廠
釦←廠 1廠
碑瓦廠戸菌肥廠 1副農産品総合利用；
出所）前掲『青村志」 pp.130~131より作成。
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おける郷営企業の系譜
1967年 I1912年/ 1977年 1 1979年 Irnso年/1981年 I 1982-83年
五金工具廠
総合五金廠
青村公社化肥廠
戸！
1粉絲廠
1国営奉賢油脂廠（県営）
-造廠電ー器廠 I上海市万象電扇廠
奉賢機械配件廠
1碑瓦廠
~ 針織廠
1機械五金廠
服装廠
印花廠
交通管理センター
木器加工場
I紙箱廠
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交通管理センター（略称，交管姑）を成立させた。また，このときに公社修建隊が
木器加工場を経営するようになった。 1982年末， 中心場が経営する靴下工場
・電阻廠（電気抵抗器工場）は公社に接収され，公社紙箱（ダンボール箱）廠となっ
た。
以上が最近までの郷（公社）営企業の歴史であり，企業のこの推移・変転を整
理したのが第17表と第18表である。第17表と第18表を見ると，既述したごとく
市場町にあった商工業は解放後の社会主義改造を経て，各種の集団企業組織に
組み換えられ，現在の郷鎮企業発展の基礎を形勢としたことが窺える。 1982年
の時点で青村公社が経営する工場は，①化肥廠，②電扇（電器扇風機）廠，③機
械五金廠，④修建隊，⑤塑料廠，⑥拉絲廠，⑦粉絲廠，⑧碍瓦廠，⑥造漆廠，
⑩針績廠，⑪農機廠，⑫交管姑，⑬服装廠，⑭印花廠の14工場があり，職工総
数は2,476人，建築面積3万8,000余mり敷地面積12万9,000余rn2, 年生産額
2,561余万元，利潤総額326万元，郷政府への上納金220余万元，固定資産1,012
万元となった103)。
2. 村営企業設企の契機
唐家村の村営企業の展開はどうであろうか。村営レベルの工業化は既述の郷
．営レベルの展開よりも遅れるが， その技術的基礎はやはり解放前に求められ
る。しかし，その具体的な工業化開始の時期は大躍進期の第一次興隆期にはな
く，立新農機廠（後に唐家農機廠）が設立された文革期の第二次興隆期，すなわち
1967年 3月である。
立新農機廠は村民の家屋建設等に材料が不足していることから，村民の便を
考えて設立された。その主な業務は，①旧式農具の修理，③左官工具部品の製
造，③セメント製品の製造であり， 1972年からは④木器加工をも始めた。そし
て，工場管理は副業を管理する副大隊長である顧宝玉が行った。①旧式農具の
103)同上書の本文中の数値と同上害の表三十四「社餅企業発展情況表」の数値とは少し
異なっているので，比較的詳細である表の数値を採用した。
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修理と③煉瓦工具部品の製造は，解放前から村には鉄匠（打鉄工）の徐新根がお
り， それゆえ技術もあり， 可能であった。③セメント製品の製造は郷に水泥
（セメント）製品廠があり，そこで製造法を学ぶことが出来たと同時に， 解放前
から村に左官がいたので可能であった。これらの原料は，①関係機関の卸売部
から購入したり，③セメント工場から購入して小型トラクターで村へ搬入した
り，③鉄は廃品商店より購入した。
④木器加工は解放前から村に 6人の木工がおり，これらの木工を集めて，家
屋を建設したり，船を修理したり，椅子や机等の家具を製造したりすることを
目的として設立された。木工加工の仕事は，上海家具総店を通じて獲得した。
すなわち，上海家具総店から上海重型機器廠に老朽大型船があることを紹介さ
れ，その船を譲り受けてその材木を利用して椅子や机を作り，上海家具総店へ
卸した。木材も総店から提供されるようになり，また鉄製のベッドをも作るよ
うになった。上海家具総店との関係は頭橋郷陸橋大隊がすでに木工工場を設
立しており，上海家具総店と交渉を持っていた。陸橋大隊の販売員（陶暁祖）の
継父は本村の第6生産隊の者であったので， この関係を通じて紹介してもら
ぃ，上海家具総店へ人を派遣して交渉した。
1971年から立新農機廠は五金製造をも行うようになった。これは上海紅旗電
表廠の家庭電表（電器メーター）部品の加工で， プレス工程の請負いである。上
海紅旗電表廠との関係は本村の元民塀教師であった孔祥春が郷農機廠の販売員
となり，彼が上海交電公司と関係を持っていたので，それを通じて村は上海交
電公司と関係を持ち，この公司を通じて上海紅旗電表廠の責任者・季妙芳を紹
介してもらい，仕事をもらった。村は工場から機械やプレスの塑型を借り，機
械修理技術は村の青年を工場へ派遣して学んだ。
1974年~1975年に立新農機廠は建築材料の塩化マグネシウムを製造した。こ
れは唐家村にある郷営の青村化肥廠の販売員・李文妹が上海木材公司から塩化
マグネシウムを製造する仕事を請負ってきたが，化肥廠はこの仕事を引き受け
たくなかったので，本村に紹介したことによる。本来，この仕事は啓東県の建
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築材料公司が塩化マグネシウムを必要としたため上海木材公司に依頼したもの
であった。しかし， 1975年にこの建築材料公司が倒産したので，生産はストッ
プした。
1980年4月に唐家服装廠を設立し，ズボンを製造した。この工場の由来は村
民の王根オの姉が陸橋大隊に住んでおり，南橋鎮の上海江寧服装公司の分公司
に勤めていた。 この姉の紹介で「来料加工」 (Di(料を外部から得て加工をし，製品
を納入する）を始めた。この公司は外国から加工を請負っており，その一部のエ
程を委託してきた。
1981年3月に唐家製桶廠が設立され， 化学工業製品の包装用鉄桶を製造し
た。この工場設立の由来は，青村郷工業公司総経理の唐宝章が元青村水産隊の
「裸足の医者」で，本村の現党支部書記・猪炊良の友人であるという関係に基
づいていた。すなわち， 唐は梁化十三廠の朱岳明と知り合いであったので，
不良の鉄桶を譲ってもらい，青村手工業社から鉄棒製造機械をワンセット購入
して使用可能な鉄桶に修理して販売するという情報を猪に紹介した。しかし，
製品販売が困難であるため，上海硫酸廠・上海振華造漆廠・上海塑料廠の 3エ
場が鉄桶を欲しがっているという情報も紹介してもらった。技術者は前述の唐
家農機廠から連れてきた。この工場は1987年末から1988年初めにかけて唐家五
金総合廠に吸収された。これは管理能力のある人材が少ないので，管理しやす
いように統合するとともに，管理責任者を明確にし，責任者を村工業主任と書
記とし，村からの請負い生産を開始した。
1981年5月に唐家総合五金廠のセメント製品と木器加工の製造，ビニール袋
の印刷やビニール玩具の印刷をする印花部門を統合して唐家預製木器廠が設立
された。これは五金廠の規模が大きくなればそれだけ税金が高くなるため分離
した方が有利であったからである。そして，支部書記の猪炊良は李文妹の紹介
で上海中百姑職工の陶関興と知り合った。陶はビニール製品の卸の業務に携わ
っており，木器廠は陶にビニール印刷の来料加工を紹介してもらった。材料は
上海中百姑の下請工場から来て，加工して上海中百姑に納めるというものであ
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った。技術は上海中百姑を定年退職した職エ・金得発から指郡を受けた104)。
暦家預製木器廠は1985年 5月から浴槽を製造しはじめた。その切っ掛けは水泥
預製件部門主任の凋保飛と光明郷化工廠長の朱建華は従兄弟であり，朱から防
水塗料があるという情報を得た。そこで，風呂桶が不足しているので，南雁防
水塗料廠から塗料を入手し，コンクリートの風呂桶に防水塗料を塗って売れば
儲かると考え， 上海の店舗や住宅建設会社に売った。風呂桶を売っている中
で，昆山県に鉄製の風呂桶を作っている工場を知り， 1987年からはここから鉄
製の風呂桶を購入し，これに塗料を塗って販売しはじめた。しかし，唐家預製
木器廠は木器加工に利潤がないので1986年8月に木器加工を中止し，印花部門
は唐家総合五金廠に吸収され， 1987年には水泥楼板（コンクリート・ブロック）は
青村金属結構件頃嘩i用銅材）廠に吸収された。
唐家農機隊は1982年10月に成立し，翌年 1月に正式に承認された。唐家農機
隊では農作業の諮負いだけでなく， 1983年3・4月頃に①紙箱部門と， 1983年
9月に③金属結構件部門を設立した。①紙箱（ダンボール箱）部門は本村の者が
奉賢県経錯経理部の張永奎をよく知っており，張より四団郷鎮西大隊がダンボ
ール箱設備を持っており，使っていないので交渉すれば安く入手出来るという
情報を提供してもらった。また， 青村郷の万象電扇廠の製品はよく売れるの
で，ダンボール箱が必要であると考え，関係のよい工場長に扇風機のダンボー
ルを作る交渉をした。これにより機械を購入して，上海紙品卸売部より原料を
購入して製造し，光明自行車配件（自転車部品）廠，万象電扇廠，南雁保温桶廠，
塘外灯具廠に販売している。農機隊は1988年になると村営工業企業に卵入され
ず， 1987年には紙箱部門は総合五金廠に吸収された。③金属結構件部門は，上
海重型機器廠からの来料加工である。当初は農機隊が諮け負っていたが，上海
重型機器廠より農機隊が加工するというのは問題であるということになり，唐
家製桶廠に移された。上海重型機器廠との関係はここの供応科の職員が本村の
飯館で食事した折，鱚魚を買おうと思ったが雨が降り出し出掛けることが出来
104)金得発には最初の 1カ月は120元，その後1987年8月まで毎月150元を支払づた。
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なかった。村民の徐宝良が車を運転して鱚魚を買ってきてやった。そこで職員
は感謝して 1週間後溶接の仕事を村に持ってきたことに始まる。 1988年には農
機隊から青村金属結構件廠へ統合されるが，村民の話ではこの工場が現在最も
利益の大きい工場である。
1984年10月に郷共青団は青村青山桂廠を創設したが，共青団が企業を興すこ
とは禁止されているので，工場のあった唐家村に譲った。この工場は青村青雲
腔桂廠の加工で，この工場から技術者と原料を提供してもらった。機械は共青
団から 6台，服装廠から12台を譲受け，工場でも10台購入した。また， 1986年
8月に青渓生活用品廠の皮革製品部門を吸収した。これはゴム靴よりも収入が
大きかった。 1987年には靴の生産を廃止して，上海東風皮件廠の鞄加工の仕事
を全面的に行うようになった。東風皮件廠については本村のダンボール箱生産
の一部が東風皮件廠の委託生産であったので以前から関係があった。しかし，
東風皮件廠の製品は輸出用であり， 1987年頃には売行きが悪くなり，そのため
工場は11月に生産を停止し， 12月には閉鎖された。
1985年には既述の青渓生活用品廠が設立され， 1986年8月に皮革製品部門は
青山桂廠に，エ頻火花機（プラクう部門は 1983年9月に設立され，上海重型機器
廠の溶接加工を行っていた上海市奉賢電工設備廠へ移して閉鎖した。また，奉
賢電工設備廠も 1987年には閉鎖された。•
以上の合併・分離による村営企業の転変を整理したのが第3図である。村営
企業は解放前から存在した人材や技術に依拠して設立され，細々と運営が行わ
れてきた。しかし， 1980年代に入ると村営企業は村内の人的関係を通じて外部
にパイプを伸ばし，対外的な人的関係を形成する中で各種の工場を創設した。
村のリーダーである村幹部の工業化に果たす役割は大きく，村幹部の能力とは
外部と多くのパイプを持ち，いかに有利な仕事を村へ持ち返ってくるかという
点にあるようである。それゆえ，農村工業建設は社会主義の計画経済に基づく
企業配置ではなく，人的な結びつきという偶然的チャンスにより生み出されて
おり， その点， 大都市の上海近郊農村に位置する本村は工業化の有利な条件
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を備えていたと言える。また1967年以降，各種の村営企業が創設されたが，経
営不信に陥っても倒産することなく，他の村営企業に吸収合併され，会計計算上
では他の企業により赤字が補摸されている。このように村営企業は単に名称を
変えながらも，転変を繰り返して延命し現在に至っているのがその特徴である。
3. 郷（公社）営企業の発展
考察してきたように郷営企業の由来は解放前までさかのぽることが出来る
が，その飛躍菩発展はやはり近年の路線転換以後のことである。 1987年 3月に
作成された『青村郷総公司1986年度資料罹編』によれば， 1986年現在の青村郷
の郷営企業として第19表に，①化肥廠， ②鋳造廠， ⑧電扇廠， ④浦機廠（元機
械五金廠），⑥拉絲廠，⑥木器廠，⑦塑料廠，⑧肢鮭廠，⑨化工廠，⑩造漆廠，
⑪印花廠， ⑫紙箱廠， ⑬縛瓦廠， ⑭馬賽克廠（モザイクタイルを生産）， ⑮香料
廠⑯電婢（電気溶接）廠，⑰工程隊， ⑱交管姑の18廠が見られる。 また，第二
郷営企業として第20表から，⑲伝動設備廠，⑳木器廠，＠減速器廠，⑫冷煙機
廠，＠電子儀器廠，＠機械五金廠，⑮服装廠，⑮拠光廠（金属の研磨をする），＠
照相機（カメラ）廠，⑱五金廠，⑲覚虹材料（ネオン生産）廠， ⑳機電設備廠の12
廠が見られ，郷営企業は計30廠が存在する。『青村志』には1982年に12廠の企
業名が出ており， 『青村郷総公司1986年度資料罹編』と比較すると，この4年
間に18廠増加したことになる。
また，第21表は青村鎮・郷営企業の基本状況である。これは青村鎮に所在する
郷営企業の基本状況であるが， この表を見ると青村鎮の郷営企業は 1980年に
17廠， 1985年に18廠， 1986年には27廠と， 1980年に比較して 10廠増加してい
る105)。本表を見る限り， 郷営企業は 1980年~1986年の間に，企業数で1.6倍，
従業員数2.0倍， 総生産額3.8倍，利潤3.7倍，賃金6.9倍， 税金5.8倍と確実に
発展している。
105)上海市計画委員会国土餅公室， 上海市統計局農村統計処編『上海集鎮1980-1988J
1988年， p.578。
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ところで，入手した統計資料を利用して郷営企業の発展を考察してみよう。
ただし，全ての郷営企業を扱うことは非常に煩雑となるので，第22表から郷営
企業全体と郷営企業の中で歴史が古く生産額が最大の上海市青村化肥廠と青村
万象電扇廠の従業員数と生産額・純利潤等を考察する 106)。郷営企業の統計数
値は人民公社が成立した 1958年以降の数値しかない。 1958年には労働者は 177
人で生産額は僅か24.91万元であった。 ところが，農村工業の第二次興隆期で
ある文革期から発展しはじめ， 1970年代後半には現在の発展の基礎が形作られ
た。 1966年と1986年の20年間を比較すると労働者数では約10倍，生産額では約
30倍に増大している。
この郷営企業の発展史を上海市青村化肥廠と青村万象電扇廠の数値で見る
と，解放前の手工業や工業は公私合営から生産合作社という社会主義改造を経
て，公社営から現在の郷営となった。しかし， 第17表・第 18表に見られたよ
うに何度も分離・統合を繰り返して現在に至っているため， 単独の企業とし
ての統計数値はない107)。 どの企業を現在の企業の前身として加えるかにより
統計数値は異なる。第22表は各企業より入手した資料であり，現存企業の前身
としてどの企業を含め統計処理をしているのかは不明である。青村化肥廠の幹
部からの聞き取りによれば，この企業は1958年3月に青村供鎖社から18人を引
106)調査においては16企業の統計衰料を入手した。これらの企業の正式な名称は，①上
海市青村化肥廠（化肥廠），②機械鋳造廠（鋳造廠），③青村万象電扇廠（電扇廠），
④上海市浦南伝動機械廠（浦機廠），⑥青村金属拉絲廠（拉絲廠），⑥青村木器廠
（木器廠）， ⑦青村塑料廠（塑料廠）， ⑧上海青裳股惟廠（股桂廠）， ⑨青龍化工廠
（化工廠），⑩上海市青村造漆廠（造漆廠）， ⑪紙箱灯具廠（紙箱廠）， ⑫青村縛瓦
廠（碑瓦廠），⑬跛璃馬衣克廠（馬衣克廠），⑭上海浦南香料廠（香料廠），⑮上海市
青村霞埠機廠（電煙廠），⑯奉箕青村交通運輸管理姑（交管姑）である。紙数の関係
上これらの統計を表として整理することが出来ないので， ①化肥廠と③電扇廠とを
取り上げることにした。
107) 「青村志」，の統計数値と企業から直接入手した絋計数値は異なっており， 現在のそ
れぞれの企業の前身としてどのような企業の統計を処理したのかにより， 当然数値
は異なる。
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第19表青村郷営企業
二総 総 純 上納専項基金収 支 収 以 ， <工計 ％ 誓入 出 入
化肥廠 1, 491. 13 1,177.95 313.54 1. 82 3.8 2.34 6.43 3.05 
鋳造廠 133.47 90.82 42.65 5.72 13.4 2.99 1. 93 0. 80 
電扇廠 1,605.70 1,138.38 467.32 34.07 7.3 10. 76 20.44 2.87 
浦機廠 423.98 266.22 157.96 15.57 9.9 4.34 10. 07 1.16 
拉絲廠 265.23 181.10 84.03 7.54 9.0 2.52 4.35 0.67 
木器廠 63.74 30.06 33.68 4.38 13.1 2.86 0.76 0.65 
塑料廠 123.46 99.09 24.37 3.31 13.6 2.43 0.53 1. 80 
肢桂廠 662.16 502.08 160.08 14.87 9.3 6.75 6.32 0.34 
化工廠 46.80 19.96 26.84 2.63 9.8 0.96 1. 31 0.86 
造漆廠 957.45 656.48 300.97 14.18 4. 7 3.24 10. 08 0.54 
印花廠 55.08 40.77 14.31 1. 31 9.2 0.77 
紙箱廠 106.52 83.53 22.90 1. 79 
碑瓦廠 180.13 103.11 77.02 6.53 8.5 3.93 0.81 0.33 
馬賽克廠 46.71 31. 87 14.84 0.33 2.2 
香料廠 45.49 44.15 1. 34 0.46 
電坪廠 188.57 137.97 50.60 4.5 8.9 1. 21 2.83 
工程隊 285.60 122.90 62.70 
交管姑 53.65 28.29 25.36 2.64 10.4 0.69 1. 77 0.18 
メロ 計 16, 734. 714, 854.1 *・880. 51 129. 401 6. 91 46. 291 66. 851 16.26 
出所） 「青村郷総公司1986年度資料瀧編」 1987年3月， p.21より作成。
本表の数値は四捨五入して記入されており，また計算ミスもあって合計と算出し
同資料から作成した以下の表においても同様である。
抜き，既述の菌肥廠を創設したことに始まる。 1959年12月には縛瓦廠を合併し
て化工建築総合廠となり， 1963年には農副産品総合利用廠と合併して青村農副
産品総合利用廠となった。 1965年に県計圃委員会の批准を得て青村公社農薬化
肥廠と名称を変更し， 1967年には青村公社化肥廠となり，現在に至っている。
それゆえ，現在の青村化肥廠は1965年に青村公社製薬化肥廠が成立したことに
始まる。 1965年には労働者は 186人であったのが， 調査時では約1,100人と約
6倍に増加し， 生産額は 247.21万元から 1,301.79万元と約 5倍に増加し， 純
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収益分配状況
税 金 利潤蓄積 農所民（職得エ） 流
金
そのt企業得 鍋
動
形 計 ％ 金 幹均芭t /Q0 /額 額
47. 77 15.2 169.88 54.2 10.80 84.07 26.8 1,322 177.59 
12.33 28.9 9.66 22.6 4.36 14.94 35.0 900 20.89 
274.20 58.7 86.58 18.5 8.15 72.65 15.5 1,207 76.56 
70.10 44.4 42.97 27.2 9.42 29.32 18.6 1,202 90.15 
36.94 44.0 19. 77 23.5 11. 21 19. 78 23,5 1,413 38.06 
4.90 14.5 4.91 14.6 3.52 19.40 57.6 1,226 3.92 
6.91 28. 4 1. 73 7.1 0.30 1?.42 51. 0 900 38.45 
63.57 39.7 28.91 18.1 9.07 52.73 32.9 1,391 24.91 
6.72 25.0 8.97 33.4 4.97 8.52 31. 7 1,200 9.48 
220.16 73.2 43.19 14.4 13.65 23.44 7.8 1,302 36.50 
3.33 23.3 0.24 1. 7 0.24 9.43 65.9 827 5.85 
1. 88 1:s 6.92 30.2 6.92 14.19 62.0 946 12.51 
1. 87 15.4 1. 55 15.0 1. 55 47.07 61. 6 1,252 33 
4.16 28.0 4.16 10. 35 69.7 900 6 
4.91 - -7.38 0.12 3.75 -. 658 14 
22.78 45.0 10.73 21. 2 5.33 12.58 24.9 1,310 13.23 
3.66 5.8 0.89 1. 4 0.89 58.15 92.7 1,773 11.56 
8.99 35.4 8.70 34.3 3.81 5.03 19.8 1,290 3.68 
277 
（単位：万元）
固定資産総額
計
年そ度の購う入ち本額
金額に
453.12 27.89 6.2 
93.41 6.28 6.7 
455.57 280.20 61. 5 
183.26 16.95 9.2 
43.61 9.61 22.0 
32.42 
72.16 15.67 21. 7 
101. 28 14.99 14.8 
43.97 
72.68 25.33 34.9 
24. 75 7.35 29.7 
31. 85 0.17 0.5 
144.70 10.33 7.1 
31. 51 31. 51 10.0 
28.69 10.63 37.1 
37.99 33.37 87.8 
20.10 
16.41 5.56 33.9 
800. 901 42. 6 452. 391 24. 1 106. 47 497. 91 26. 5 1. 248 616. 341. 887. 38 495. 84¥26. 3 
た合計値とが合わないところもあるが，そのままとした。
利潤は 33.42万元から268.90万元と 8倍に増加七ている。利潤は1983年までは
拡大再生産の投資分を除いて全て公社（郷政府）へ上納した。 1984年からは上納
利潤制（契約上納制）に変わったが， 郷政府から 900万元を借り，企業の独自資
金400万元を合わせた計1,300万元を投資して経営規模を拡大した。そのため
1984年~1986年の上納利潤額は大きくなっている。郷政府からの借入金は1989
年で完済出来るとのことで， 完済出来れば企業内留保金はかなりの金額に達
し，郷財政を一層潤すと考えられる。 1988年上半期の上納利潤は25.4万元を納
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第20表 青村第二郷営企業収益分配状況 （単位：万元）
総 総 純 職工所得
I I 
生
そか平均収入（元）
喜， 収 支 収 のら計
訊金~ 1た 書〗入 出 入 釘
伝動設備廠 106.32 82.01 24.31 8.44 1,024 1,259 28.16 67.03 
木器廠 60.06 30.87 29.19 10.66 1,480 1,480 5.16 57.45 
減速器廠 25.06 19.37 5.69 3. 79 652 621 15.07 29.62 
冷憚機廠 18.42 15.33 3.10 1. 99 568 621 6.85 13.47 
電子儀器廠 37.69 31. 74 5.95 4.29 715 692 7.05 46.60 
機械五金廠 6.08 4.48 1. 60 1. 28 669 710 2.47 7.04 
服装廠 6.33 3.11 3.22 2.64 912 909 1. 76 2.13 
据光廠 9.73 5.10 4.63 3.63 1,134 1. 296 3.44 5.44 
照相機廠 133.97 101. 38 32.59 7.84 1,306 1,296 8.27 65.40 
五金廠 38.02 25.68 12.34 4. 70 939 886 23.09 41. 55 
寛虹材料廠 37.05 24.67 12.38 3.61 1,032 1,032 7.17 31. 37 
機電設備廠 43.88 30.79 13.09 5.59 998 932 1. 38 46.61 
合計 I522. 61 374. 531 148. 08 58. 45 2. o 9951 996 119. 87 413. 71 
出所）前掲『青村郷総公司1986年度資料泄編」 p.23より作成。一
めたとのことである。青村万象電扇廠は1958年に青村公社鉄木竹総廠に機械と
農具の分廠が設けられたことに始まる。 1961年末に鉄木竹総廠から分離して青
村公社機械廠となり，同年に青村公社農機廠となった。 1966年に初めて排気扇
を生産し， 1977年には卓上型扇風機を， 1979年にフロアー型扇風機の生産を始
めた。 1980年に農機廠は電器廠と農機修造廠とに分離し， 1983年に電器廠は上
海市万象電扇廠と改名した。第22表は排気扇を生産しはじめた1966年から電扇
廠の統計となり， 時系列比較が可能である。電扇廠は文革後期の 1971年頃よ
り労働者数• 生産額とも徐々に増加しはじめ， 1984年以降急激に増加してい
る。純利潤はすべて公社に上納されており， 1983年以降その額は減少してい
る。これは利潤の多くが経営規模拡大のために投資されているためと考えられ
る。
次に，各郷営企業の経営内容を第19表と第20表から考察しよう。第19表の18
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第21表青村鎮・郷営企業基本状況
279 
: 企業数鴨雙 鴨胃息 禾1:,-,.fl ~ 万元會 門万元會
冨 実数19鬱実数［噌年実数［噌年実数 19悶年実数 19悶年実数 19悶年
1980 17 100 2, 209 100 1, 799 100 257 100 77 100 145 100 
1985 18 105. 9 2,376 107. 6 5,174 287. 6 817 317. 9 357 463. 6 722 497. 9 
1986 27 158. 8 4,448 201. 4 6, 822 379. 2 951 370. 0 531 689. 6 834 575. 2 
出所）上海市計画委員会国土餅公室，上海市統計局農村統計処編『上海集鎮1980-
1988」p.1988, p. 578より作成。
郷営企業の純収入は1,880.51万元あり，このうち郷政府への上納金129.40万元
(6. 9彩），税金800.90万元(42.6形），利潤と蓄積452.39万元(24.1形），賃金497.91
万元(26.5%)となっており，税金の比重がかなり高い。郷財政にとって最も意
味を持つ上納金は僅か6.9形しかなく，以工補農（農業援助）費は 46.29万元（純収
入の2.5形），公共支出費66.85万元(3.6彩）， 飼料差額補助費i6.26万元(0.9%)と
いう内訳であるJOB)。 しかし，純収入の配分については郷営企業を管理する郷
政府工業公司で何か規定があるのかは不明であるが，本表を見る限り企業間に
統一したものはないようである。例えば，上納金では電扇廠が34.07万元と最
多であるが，純収入に対する率では塑料廠が13.6彩と最高である。同様に，税金
は電扇廠が274.20万元で58.7彩と最多で最高であるが，化肥廠は313.54万元の
純収入があるのにかかわらず，税金は47.77万元(15.2彩）と少ない。利潤・蓄積
においても同様で，純収入との相関関係はない。これらは拡大再生産のための
投資分が控除されているためと考えられる。すなわち，その年度に経営規模を
拡大した企業は上納金や税金が少なくなり，その代わり利潤・蓄積や流動生産
基金が多くなっている。賃金部分については， 1人当たり平均収入が異なるた
め純収入に占める割合も異なるが，それだけでなく労働者数と相関関係がある。
第20表の第二郷営企業の方を見ると，これらの企業は最近創設されたばかり
108)飼料差額補助費とは， 国家からの豚供出割り当てノルマを果たすための豚飼育農家
に対する援助金である。
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第2表青村郷における
年>
郷営企業
労働者数 生産額 利潤 固定資産
従業員数
企業名称
計男女
青村化
1958 177 24.91 菌肥廠 50 
1959 化工建築総合廠
1960 408 106.72 14.71 167 
1961 182 68.83 117 
1962 
1963 上品海総合市奉利用賢県廠青村農副産 60 42 18 
1964 138 97 41 
1965 青村公社農薬化肥廠 186 130 56 
1966 416 224.45 175 122 53 
1967 520 278.10 青村公社化肥廠 200 140 60 
1968 502 572.66 上革命海委市奉員会賢県青村化肥廠 270 189 81 
1969 655 792.59 293 205 88 
1970 715 905.01 310 217 93 
1971 821 1,055.20 329 230 99 
1972 1,006 880.73 387 271 116 
1973 1,076 921. 92 102.00 410 287 123 
1974 1,154 765.75 140.77 255.56 414 290 124 
1975 1,300 1,044.30 172.19 340.15 429 300 129 
1976 1,176 1,232.82 442 309 133 
1977 1,361 1,025.90 201. 89 534.20 上海市奉賢県青村化肥廠 445 311 134 
1978 1,753 1,342.04 275.34 627.99 445 311 134 
1979 1,870 1,522.34 283.07 743.73 442 309 133 
1980 
2,145 1,870.09 275.49 866.92 463 324 139 (2,209) (1,799) (257) (837) 
1981 2,468 2,033.74 294.52 901. 72 467 327 140 
1982 2,476 2,561.05 325.69 1,011.60 461 323 138 
1983 455 318 137 
1984 459 321 138 
1985 (2,376) (5,174) (817) (1, 298) 上海市青村化肥廠 522 365 157 
1986 (4,448) (6,822) (951) (1, 339) 636 445 191 
1987 802 521 281 
1988 918 597 321 
出所）前掲「青村志」 pp.13~134と両企業から入手した資料より作成。ただし，『青村
（ ）の数値は前掲『上海集鎮1980-1988」1988年， p.577に基づく。
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郷営企業の発展状況 （単位：人，万元）
肥廠 青村万象電扇廠
純利潤 企業員数 純利潤
生産額
計 1上納
従業名称
計 1男 1女
生産額
計 1利上納潤利潤
6.63 0.95 青村鉄木竹総廠 30 20 10 15.00 1. 5 1. 5 
38.43 1. 84 
31. 79 179 34.42 1. 63 
機青村廠公社機械廠→農 44 27.47 1. 06 
79.38 4.39 2.56 
99.77 13.04 6. 71 
247.21 33.42 1. 92 0. 75 
190.48 38.16 21. 01 100 85 15 50.00 5.13 5.13 
237. 14 39.22 30.94 100 85 15 50.00 5.15 5.13 
475.86 59.80 43.53 100 85 15 50.00 5.13 5.13 
656.05 84.36 61. 42 100 85 15 100.00 41.14 41.14 
759.14 1. 77 85.67 107 90 17 110.00 44.78 44.78 
847.61 133.14 96.93 119 98 21 143.18 48.47 48.47 
620.35 140.32 102. 15 123 98 25 178.41 62.41 62.41 
672.30 86.46 62.87 133 103 30 157.84 37.83 37.83 
449.57 62.84 45.75 133 103 30 195. 80 57.1 57.1 
483.11 48.02 34.96 242 142 100 247.43 71. 8 71. 8 
567.86 82.87 60.26 242 142 100 291. 72 99.57 99.57 
462.43 70.05 51. 00 260 150 110 289.50 96.15 96.15 
615.89 70.70 20.00 260 150 110 290.51 71. 69 71. 69 
818.24 118. 57 82.53 270 160 110 216.47 40.82 40.82 
952.01 129.94 105. 09 青村電器廠 255 145 110 311. 54 20.63 20.63 
942.72 132.81 -103.11 253 153 100 474.50 60.27 60.27 
910. 51 116. 60 111. 05 270 170 100 552.92 72.32 72.32 
937.28 143.62 118.15 青村万象電扇廠 276 160 116 528.83 8.50 8.50 
994.29 165. 71 145.47 389 200 189 1,098.66 30 30 
977.87 188.91 156.95 465 253 212 1,647.10 35 35 
1,030.60 166.83 159.08 602 353 249 1,825.66 34.3 34.3 
723.00 213.71 43.00 636 376 260 1,421.20 12 12 
1,301.79 268.90 25.40 
志」と各企業資料の数値は異っており，両方の数値がある場合は企業資料を採用した。
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で，総収入・総支出・純収入の絶対額が少ない。また，さらに経営規模を拡大
するための再投資が行われているようで，郷政府への上納金や国への税金等が
記載されていない。純収入の約4割が労働者への賃金であり，今後これらの企'
業が健全に発展すれば，農村の過剰労働ヵを吸引することが可能になるととも
に，郷政府に対する上納金が増大し，その結果郷財政が強化され，各種の農村
建設が可能となるであろう。その意味において郷鎮企業の今後の発展は注目に
値する。
4. 村営企業の経営
1988年の調査時，唐家村の村営企業には，①上海市青村鋼板網（金網）廠，R
上海申新電機廠一分廠，③唐家五金総合廠，④上海市奉賢電線電糠廠，⑤青村
金属結構件廠，⑥上海奉賢浦南捨資（琺瑯）廠，⑦青淡総合五金廠，⑧唐家服装
廠の 8廠があった。唐家村営企業の変遷の経緯については第 3図を用いて述べ
たが，現在は上記の企業に整理・整頓された。①上海市青村鋼板網廠は，鋼板
網部門と第 1五金部門・第2五金部門があり，②上海申新電機廠一分廠は1988
年に創設されたばかりであり，銀行口座は申請中なので，形式的には①上海市
青村鋼板網廠の中に入れられている。③屑家五金総合廠には製桶部門とダンボ
ール箱部門• 印花部門が所属している。④上海市奉賢電線電綬廠には電線電概
部門があり，⑤青村金属結構件廠は帳簿上では独立しているが，管理は④上海
市奉賢電線電警廠が行っている。⑥上海奉賢浦南捷造（琺瑯）廠は鋳造部門と浴
虹（浴槽）部門があり，帳簿上は⑦青渓総合五金廠に属している。⑧唐家服装廠
は現在，房地産（不動産）公司の劉斌に請け負わしている。これは劉斌の弟が青
村郵便局に勤めており， 工場の経営がよくないので村が工場を請負に出した
いということを聞いて兄の劉斌に話したことがきっかけである。請負条件は
減価償却費 (6,000元）を別にして， 毎年村へ 1万元を上納するという内容であ
る。
村営企業労働者の賃金支払い方法を見ると， 1967年に立新農機廠が創建され
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た時には，村営企業の労働者に対する賃金はエ分（労働点数）で分配された。す
なわち，各生産隊の総平均収入が出され，それに基づいて工場労働者のエ分が
決定された。大体 1等級で12分とすれば， 2等級は11.5分， 3等級は11分で，
農業労働力ほどには格差はなかった。工場は労働者が所属する生産隊の口座に
口糧分のお金を振り込み， 労働者は自己の所属する生産隊から口糧を受け取
り，給料の現金部分は工場から受け取った。 1983年から 1エ分は（基本給料X
労働者数）＋総工分で算出するようになった。 この基本給料X労働者数は財政
部門に対する名目上の計算方法で， 実際は企業間の収入格差が労働者の収入
格差となっている。現在， 20~23歳で 1カ月45元， 24歳以上で60元とのこと
であるが， 後出の第30表を見ると， 唐家村の男子労働力の年収最高水準はボ
ーナス分も含めて2,840元もあり，上位5名の平均は 2,020元とこれもかなり
高く， 男子農業労働力の平均969元に比較して工業従事者の収入は多いといえ
る。
次に各村営企業の経営内容を第23表から見てみよう。第23表は1987年度まで
の統計であり， 1988年に分離・統合された企業は含まれていない。また， 1987
年に唐家預製木器廠から分離独立した浦南捕姿廠の統計はまだ存在せず，青渓
総合五金廠の統計は入手していないので， 8廠の統計が記載されている。ま
ず，村営企業労働者は1967年においてはわずか27人で，文革後期の1972年から
急激に増加し， 1978年頃より再び増加し， 1978年で478人に達している。これ
は唐家村労働力総数の41.7形である。特に， 1980年代に入って各種の企業が創
設されることによってその伸びが顕著である。総生産額においても1982年頃か
らの伸びが著しい。しかし，利潤を見ると必ずしも労働力や総生産額の伸びと
相関関係はない。 1970年代中頃と1980年代上半期はかなりの利潤を上げている
が， 1987年には一5.09万元となっている。生産大隊（村）への上納利潤も一定し
・ておらず， 1985年の8.25万元が最高で，年度による変動が大きい。最近では農
業の生産責任制の導入と同じく，工業においても各企業が村に対して上納利潤
を契約により請け負うという生産責任制が実施されているが， 1984年1.03万
77 
284 闊西大學『経清論集」第39巻第2号 (1989年7月）
第23表唐家村における
¥ 悶
唐家総合五金廠 唐家預製木器廠 唐家製桶廠
労働総生利 潤 労働総生利 潤i総生利洞
者数産額計 1上納い5者数産額計上納[% 産額計上納1%
1967 27 1.17 0.40 ゜゜1968 28 2. 35 0.19 ゜゜1969 26 1. 91 0.50 ゜゜1970 25 2. 88 0.19 ゜゜1971 52 5.15 0.96 ゜゜1972 151 1. 48 0.24 ゜゜1973 186 32. 70 1. 96 2.00 16.7 
1974 189 68.22 17.74 5.00 28.2 
1975 183 60.74 13.41 4.00 29.8 
1976 173 47.10 1. 85 2.40 20.3 
1977 245 31. 75 9.00 2.55 28.3 
1978 235 31. 60 7.00 3.70 52.9 
1979 225 39.30 12.30 2.90 23.6 
1980 252 57.68 8.65 2.90 33.5 
1981 83 23. 68 12.86 3.00 23.3 63 23. 20 7.12 0 57 4.52 0. 74 ゜1982 83 23.10 9.18 2.50 27.2 66 23. 50 2.50 2.30 92.0 58 38.40 2.19 1. 52 69.4 
1983 47 19. 68 6.78 2.70 39.8 89 29. 90 3.80 0.73 19.2 51 27.82 6.44 3.50 54.3 
1984 136 30.20 0.61 ゜゜ 96 38. 87 4.45 0.80 18.0 69 67. 36 7.42 0.23 3.1 1985 105 40.26 7.55 4.50 59.6 112 50.89 4.60 0.25 5.4 62 7. 95 6.09 1. 20 19. 7 
1986 106 40.49 6.19 2.00 32.3 99 42. 33 ゜゜ 0 69 130.97 -0.25 ゜゜1987 99 50. 99 2.72 1. 54 56.6 71 29. 01 -8.30 ゜0 81 121. 52 -1.86 ゜゜出所）唐家村の各村営企業から提供された統計資料より作成。ただし，浦南楯変廠と青
Aは本表の各村営企業の合計値であり， Bは村会計より提供された統計資料であ
元， 1985年8.25万元， 1986年4.40万元と変動しており， 1987年は経営が赤字で
あってもl_.60万元が上納されている。この上納利潤は後述するように村財政の
収入源となっており，上納利潤が多ければ多いほど村財政は盟かになり，各種
の農村建設が可能となる。
各企業の経営を見ると，立新農機廠として出発した唐家総合五金廠は最も歴
史が古く，村経済に貢献してきた。しかし，その発展の歴史は分離・統合と紆
余曲折しており，必ずしも順調ではなかった。唐家預製木器廠は1981年に創設
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村営企業の発展状況 (1) (単位：人，万元）
唐家農機隊 青村鋼板網廠
労働 総生 労働 総生 利 f潤
者数 産額
利潤
者数 産額 計上納I彩
47 19.83 -1.99 
21 27.53 1. 32 
34 39.72 1. 31 22 28.92 5.03 1. 50 29.8 
36 34.83 0.42 44 59.22 6.54 1.30 19.9 
45 39.38 0.17 47 86.42 1.06 0.06 5.7 
渓総合五金廠の統計は含まれていない。
る。
青山桂廠 奉賢工電設備廠
労働 総生 労働 総生 利 潤
者数 産額 者数 産額 計 i上納I形
6 0.61 56 16.64 2.41 0.80 33.2 
46 6.38 20 14.92 1. 87 1.10 58.8 
30 4.73 10 2.62 0.45 ゜゜
され， 1985年まで総生産額は順調に延びているが， 1986年 8月には木器加工に
利潤がないので中止し， 1986年~1987年には総生産額が落ち込み，利濶は1986
年にはゼロ， 1987年には8.30万元の赤字となっている。そのため1987年に青村
金属結構件廠に吸収された。暦家製桶廠も1981年に創設され，労働力数や総生
産額を見る限りは順調にその規模を拡大してきているが， その経営の中身は
1984年の利潤を最大にして下降しており， 1986年と1987年は赤字で，村への上
納金もゼロである。そのため1987年末~1988年初にかけて製桶部門は唐家総合
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（第23表続き）
¥ 年度
唐家服装廠 ムロ 計
労働 ， 労働者数 総生産額 利 潤
者数総生産額利潤
A I B A B 計 I上納形
1967 27 27 1.17 1.17 0.40 ゜゜1968 28 28 2.35 2.35 0.19 ゜゜1969 26 26 1. 91 1. 91 0.50 ゜゜1970 25 25 2.88 2.88 0.19 ゜゜1971 52 66 5.15 5.15 0.96 ゜゜1972 151 151 1. 48 1. 48 0.24 ゜゜1973 186 186 32.70 32.70 1. 96 2.00 16.7 
1974 189 180 68.22 68.22 17.74 5.00 28.2 
1975 183 204 60.74 60.74 13.41 4.00 29.8 
1976 173 208 47. 10 47.10 1. 85 2.40 20.3 
1977 245 245 31. 75 31. 75 9.00 2.55 28.3 
1978 235 315 31. 60 31. 58 7.00 3', 70 52.9 
1979 225 269 39.30 39.75 12.30 2.90 23.6 
1980 1. 61 1. 00 252 324 59.29 57.68 9.65 2.90 30.1 
1981 48 1. 53 ゜251 309 52.93 93.68 20.72 3.00 14.5 1982 39 5.53 0.30 246 357 90.53 90.94 14.17 6.32 44.6 
1983 48 9.19 2.87 282 367 106.42 122.43 17.90 6.93 38. 7 
1984 90 38.44 3.17 412 483 202.40 202.40 16.97 1. 03 6.1 
1985 75 35.42 2.01 472 528 290.41 283.40 29.00 8.25 28.4 
1986 56 16.90 0.70 476 531 346.04 395.00 15.47 4.40 28.4 
1987 42 9.10 -0.14 425 478 343.77 414.80 -5. 90 1. 60 
五金廠に吸収され，金属結構件加工部門は1988年に青村金屈結構件廠に吸収さ
れた。唐家農機隊は1982年10月に創設され，股作業の諮負いだけでな<, 1983 
年にはダンボール箱の製造部門と金属結構件部門を設立した。金属結構件部門
は翌年に唐家製桶廠へ移行して， 1985年には労働力数は47人から21人と減少す
るが，その後総生産額とともに確実に増大している。しかし，反対に利潤は減
少傾向にあり， 1987年に窟家総合五金廠に吸収され，本来の農作業を請負う農
機隊に戻った。青村鋼板網廠は1985年に創設され，この 3年間を見る限り労働
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者数や総生産額は順調に伸びているが，利潤額は低下傾向にある。 1988年より
唐家総合五金廠の第 1. 第2五金部門を吸収し，生産規模は一層拡大された。
奉賢電工設備廠も1985年に創設されたが，経営内容は縮小傾向にあり， 1987年
には利潤がゼロとなり倒産した。唐家服装廠は1984年をヒ゜ークに衰退傾向にあ
り， 1987年に赤字となり倒産した。
以上， 1987年までの唐家村営企業の経営状況を見てきたが，郷営企業と異な
り必ずしも順調に発展はしておらず，その経緯は紆余曲折し，ある企業はかえ
って経営不振に陥っている。既述したごとく企業からの村への上納金が多けれ
ば多いほど村財政は豊かになり，各種の農村建設に投資が可能となる。その意
味において村営企業の発展は村経済に大きな意味をもっているのであるが，外
第24表唐家村における村営企業の生産技術の来源と生産目標
~ ご 唐合廠家五総金唐預木器家製廠唐家唐家青村銅 青山 廠奉工設賢電備唐家 ムロ製桶廠農機隊板網廠 桂廠 服装廠 計
1. 他者企・業労働の退者職技術 ゜術技 2. 者他企・業労働の在者職技術 △ 1 
技誓3. 大究学者 ・研究所の研 △ △ 2 
4. 他の職企業業訓で練の労働者 △ △ △ △ △ 5 の
喜5. 業国内の生の産技委術託導企入 △ △ 2 から
6. 外業国かのら生の技産術委託導企入 ゜
1. 国の材内料都市・部企業品加か工ら △ 1 
生 2. 外料国・企部業品からの材加工 △ △ △ △ △ △ △ 7 
産 3. 地資域源農の産加物工と•他生産の ゜目 4. 地域市場向け生産 ゜標 5. 上海市場向け生産 △ △ 2 6. 全国市場向け生産 ゜7. 外国市場向け生産 ゜出所）唐家村の各村営企業により提供された統計資料により作成。
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第25表青村郷三級経済
~ 項目 ム口 計 郷 経 済1985年 1986年 1985年 1986年金’額形 金額 I9'る 金額形 金額鉛
総 収 入 1, 023. 62 100.0 11,932.18 100. 0 6,527.61 61. 4 7,552.45 63.3 
fi 
業 781. 51 100.0 924.07 100 0 5 0.6 6.42 0.7 
業 419.06 100.0 81. 58 100.0 41. 54 9.9 13.32 16.3 
業 8,478.61 100. 0 9,725.43 100. 0 5,710.64 67.4 6,883.38 70.8 
総 支 出 6,967.14 100.0 7,992.54 100.0 4,632.19 66.5 5,462.45 68.3 
1: 工 業 185.22 100.0 269.93 100.0 0.75 0.4 1.10 0.4 業 210. 45 100.0 31. 39 100.0 28. 94 13.8 9.59 30.6 業 5,558.48 100.0 6,547.96 100.0 3,827.4 68.9 4,779.86 73.0 
純 収 入 3,656.46 100.0 3,939.64 100.0 1,895.42 51. 8 2,090 53.1 I税金 1,142.24 100.0 1,131.08 100.0 817.21 71. 5 856.69 75.7 蓄積と利洞 803 100.0 713. 91 100.0 555.99 69.2 503.67 70.6 
実際所得 1, 734. 15 100.0 1, 913. 29 100.0 529.18 30.5 591. 96 30.9 
斗労1働戸人力当当当たたたりり
2,208 2,406 897 
1,209 1,370 1,188 1,208 
870 897 1,067 988 
固定資産総額 2,451.17 100.0 3,210.74 100.0 1,556.75 63.5 2,096.01 65.1 
出所） 「青村郷総公司1986年度資料瀧編」 p.20より作成。
延的拡大期の作れば売れた時代とは異なり，今後はより一層の企業経営努力が
必要とされている。例えば，第24表を見ると村営各企業の生産技術や技術者が
どこからきているかの問いに対して，他の大企業において職業訓練を受けると
いうのが 5件と最も多く，次に国内の生産委託企業からの技術郡入が 2件，他
企業の在戦技術者や労働者による技術指迎が 1件と，自企業内での職工訓錬や
技術開発をする能力はなく，ほとんどが下諮生産である。また，生産目標は外
国企業から材料の提供を受けた加工や部品生産が 7件と最多で，自国の都市企
業からの材料加工や部品生産を含めると 8件にも達し，独自の市場向け生産は
少なく， 上海市場向けの生産が2件あるのみである。 これらのことを考える
と，本村の企業は他企業に依存している度合いが大きく，他企業の景気変動の
影響を直接的に受ける構造にあり，大きな不安定要因となっている。
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（単位：万元）収益分配状況
村 経 済 組 経 済 農家経済
1985年 1986年 1985年 1986年 1985年 1986年
金額 1% 金額 196 金額 l形 金額 I形 金額 I形 金額 I形
2,793.87 26.3 2,911.64 24.4 81 89 0.8 36.56 0.3 450 4.2 612.71 5.1 
3.85 0.5 182.71 23.4 268.83 29.1 
8. 7 2.1 176.79 42.2 21. 80 26.7 
2,719.28 32.1 2,842.05 29.2 28.93 0.3 
1,799.46 25.8 1,880.82 23.5 
1. 79 1.0 
4.72 2.2 
1,702.15 30.6 1, 768. 10 27.0 
994.41 27.2 1,030.82 26.2 73.65 2.0 54.67 1. 4 691. 48 18.9 764.15 19.4 
275.59 24.1 232.15 20.5 49.44 4.3 42.22 3.7 0.02 
231. 93 28.9 199.16 27.9 15.02 1. 9 1. 08 1. 6 
502.88 29.0 555.83 29.1 9.19 0.5 1. 37 0.7 691. 48 39.9 764.13 39.9 
12 2 936 1,015 
1,036 1,194 18 3 495 532 
1,036 1,194 8 1 315 345 
704.25 28.7 897.04 27.9 181.17 7.4 178.92 5.6 8.5 0.3 38.77 1. 2 
5. 産業構造の変化
農村工業の発展は農村経済を発展させ，農村内の産業構造を大きく変えた。
『青村志』によればI09)'1958年の総収入は360.05万元であり，そのうち農業の
割合は94.09る，副業4.296,工業l.396であった。第二次工業興隆期の1972年で
は総収入は714.12万元と約 2倍になり，農業が64.9%, 副業15.5形，工業は19.3
タるとなり，副業を凌駕した。第三次工業興隆期の1979年には総収入が3,192.80
万元と1958年の約 9倍となり，農業は21.2形，副業5.596, 工業は67.0%と過
半数を越えた。また，第25表によれば， 1986年の総収入は 1億1,932.18万元
で，農業は7.7鍬副業0.796, 工業が81.5%と工業の比重が非常に高い。支出
においても同様で，総支出の82.09るが工業であり，その結果純収入においては絶
109)前掲「青村志』 p.169の表四十四「公社化以来農・副・エ収支情況表」による。
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対額の大きい工業からの純収入が3,177.47万元と全体の80.7彩を占めている。
このような青村郷の産業構造の変化を各経済単位ごとに見てみよう。郷経済
では総収入は1985年で全体の61.4~る， 1986年では62.3,slヽと 6割以上を占めてい
る。その内訳は農業で1985年が0.6彩， 1986年0.5彩と，郷経済では農業の比重
は非常に低く， 工業はそれぞれ67.496, 70. 8彩とその比重が高い。純収入は
51.8彩 ・53.1%と過半数を占め，税金や蓄積・利潤では約 7割を占めている。
これは最近の郷営企業の発展によるものであり，郷経済の比重がますます高ま
っていることが窺える。ただし，労賃部分としての実際所得分配は 3割とその
貢献度は他に比して低い。村経済では総収入の割合は26.396から24.4彩へとや
や低くなっており，農業生産責任制導入により村経済の農・副業の比重が全く
低<, 1985年で0.596, 1986年には統計にも表れていない。工業は32.1%,
29.2%を占め，村経済内での工業の比重は97.396, 97. 6彩と高く，村経済もエ
業に負っていることが窺える。純収入は24.1彩， 20.5,slると 2割に落ち込んでい
るが，農民への所得分配では 3割と郷経済並みに貢献している。例えば 1人当
たり平均収入は1985年1,036元， 1986年1,194元と，郷経済の1,067元， 988元よ
りも高い。村民小組経済は，これまでの三級経済の中で村民小組（生産隊）が基
本採算単位であったが，既述したごとく農業経営が個別化されたことにより，
かつての存在意義を現在では全く失っている。村民小組の総収入の割合は僅か
0.8彩， 0.3,slるにしか過ぎず，所得分配への貢献度も低く， 1人当たりでは僅か
8元， 1元である。しかし，国家への農業税は村民小組が農家から徴収して支払
うので農家経済では税金はなく， 組経済で4.・3彩， 3.7彩をしめている。農家
経済においては農業経営が個別化されたことにより農業・副業はともに他に比
して高い。総収入では僅か4.296, 5.1形と 1割にも満たないが，農業は 23.4
彩， 29.l?iるで，副業は42.2鍬 26.796となっている。農業・副業はこの数値よ
りも本来高くなってよいはずであるが，農業における集団経済が失われた現在
では個別農家の会計をどこまで集団が把握出来ているか頗る疑問であり，支出
に至っては表中にも見られない。その結果，農家レベルでは純収入が総収入を
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上回るという奇妙な数値となって表れている。農家経済の農業・副業の貢献度
は実際所得の分配に現れており，全体の約4割を占めている。 1人当たり収入
で見ると， 315元， 345元となっている。
唐家村の産業構造の変化を見る前に，都市化・工業化が進展している青村鎮
の状況から見てみよう。第26表は青村鎮社会総生産額構成と労働力構成であ
る。青村鎮は解放前から商業町として手工業や商業が発達しており，現在は郷
政府の所在地である。ここには郷営部門のエ商業だけでなく，国営部門のそれ
もあり，第26表の統計では村営工業は一切含まれていない。ただし，青村鎮で
企業経営する農民は 1986年で 54人を数えており， 第26表の集鎮戸数に数えら
れている常住人口は 2,547人であるが， それ以外に臨時人口 298人，流動人口
4,411人と，常住人口を大幅に上回り，集鎮への人口集中現象が見られる110)。
まず，社会総生産額の構成比を見ると，農業は1980年~1986年で0.08形から
0.009彩と取るに足りない数値となっている。工業は91.6彩から94.3彩と圧倒的
比重を占め，そのうち郷営工業は52.45lるから64.496とその比重を高めており，
青村鎮における工業化の水準の高さが窺える。建築業は 2.1彩から 2.75lるとあ
まり大きな変化はなく，運輸・通信業は 0.3彩から 0.5彩とこれも変化はなく，
商業飲食業の絶対額は僅かに増加しているものの，工業化のスビードに比較す
ると遅く， 5.9%から2.5形へと減少している。次に労働力構成比を見ると，労
働力は 3,571人から 6,272人に急増している。農業は 1.0クるから 0.06形に減少
し，工業は 82.8彩から 87.8%に増加，そのうち郷営企業61.95lるから 70.95lると
7割にまで達している。青村鎮は商業町であり，郷政府の所在地であるという
110)前掲「上海集鎮1980-1988」p.577。 1984年10月の「国務院関子股民進入集鎮落戸
問題的通知」（集鎮に定住した農民の戸籍移転問題についての国務院通達）では，集
鎮で工業， 商業， サービス業の経営を申請する農民および家族に対して都市常住戸
籍への移転を認可するとあり，統計上非農業人口となった。ただし， 食糧について
の保証はなく， 割増価格での購入は認められた。以上のような新しい都市住民が近
年に急増し，集鎮への人口移動が見られる。農牧漁業部政策研究室編「農村実用法
規手冊」 1987年， pp.440~441。
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第26表青村鎮社会総生産額
項 社会総生産額（万元） 集鎮戸数（戸）
＼ 目
¥ I 
i I農業工 運輸・商業・
年＼計！金
,---~1麟業通信業飲食業 農非
度 I額形金額形猛点形金額形金額＼，る金額＼，、計三皇
， 企業 戸戸
1980 3, 430 3 0. 08 3, 143 91. 6 1. 799 52. 4 71 2. 1 11 0. 3 202 5. 9 818 33 785 
1985 8,382 2 0.02 7,66591.4 5,17461.7 413 4.9 55 0.7 247 2.91,069 551,014 
198610,587 1 0.0099,98894.3 6,82264.4 284 2.7 54 0.5 260 2.51,2081541,054 
出所）前掲『上海集鎮1980-1988」pp.577-578より作成。
第27青村郷各村
生 戸 人 労
産 郷 経
隊 数 ロ 計 総労働力
数 （戸） （人）
人数 I％ 
大集団 578 1,534 841 841 100.0 
朱店 15 625 1,794 1,169 388 33.2 
鐘家 10 474 1,334 824 361 43.8 
挑家 13 623 1,765 1,134 262 23.1 
朱橋 ， 429 1,210 756 215 28.4 
子庄 13 432 1,319 835 187 22.4 
方灯 11 365 1,048 6_75 186 27.6 
岳和 8 364 1,053 694 246 35.4 
陶宅 14 438 1,243 809 219 27.1 
王家 16 611 1,776 1,156 250 21. 6 
民安 14 560 1,663 1,134 320 28. 2 
呉家 11 379 1,145 752 297 39.5 
唐家 14 637 1,819 1,125 391 34.8 
北港 19 922 2,582 1,668 869 52.1 
李密 18 819 2,244 1,451 597 41.1 
合計¥1s5 ¥ s.265 ¥ 23. 529 ¥ 15. 023 ¥ 5,629 ¥ 37.5 ¥ 
出所） 『青村郷総公司1986年度資料泄編」 p.1より作成。
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済
女性労働力
人数 I％ 
486 57.8 
152 39.2 
153 42.4 
70 26.7 
106 49.3 
58 31. 0 
61 32.8 
112 45.5 
113 51. 6 
66 26.4 
93 29.1 
111 37.4 
111 28.4 
432 49. 7 
250 41. 9 
2,374 I 42.2 
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構成と労働力構成
労働力（人）
1農業 1 工 業 建築業i運輸・ 商業・サービ文教・その他
1 通信業飲食業ス業 衛生
計 そのっ 冒
人数，!5I人数形ち郷営形い。叶人数形人数形 ダ
I I企業 数 /0i I 巖。巖l叫羹％
3,571 37 1.0 2,95882.8 2,20961.9 230.6 18 0.5 189 5.3 180.53188.9 100.3 
3,969 15 0.4 3,29883.1 2,37659.9 230.6 18 0.5 224 5.6 190.53428.6 300.8 
6,272 4 10.06 5,50987.8 4,44870.9! 910.11 231 0.4 30914.9 380.63465.5 340.5 
労働力の就業構成
構 成 （人）
村 経 済 組 経 済
総労働力 女性労働力 総労働力 女性労働力
人 数 I/00 / 人数 I形 人数 I/00 / 人数 l鉛
348 29.8 170 48.9 433 37.0 287 66.3 
274 . 33. 3 130 47.4 189 22.9 151 79.9 
262 23.1 117 44. 7 610 53.8 401 65.7 
303 40.1 160 52.8 238 31. 5 142 59.7 
472 56.5 263 55. 1 I 176 21.1 129 73.3 
337 49.9 162 48.1 152 22.5 120 78.9 
232 33.4 102 44.0 216 31.1 158 73.l 
242 29.9 125 51. 7 348 43.0 181 52.0 
337 29.2 211 62.6 569 49.2 302 53.1 
433 38.2 239 55.2 381 33.6 253 66.4 
323 43.0 188 58.2 132 17.6 85 64.4 
536 47.6 384 71. 6 198 17.6 111 56.1 
451 51. 9 214 47.5 348 20.1 252 72.4 
167 11. 5 69 41. s I 687 47.3 463 67.4 
4. 717 I 31. 4 I 2.ss4 I 53. 7 I 4.677 ¥ 31.1 I 3. 035 I 64.9 
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第28表唐家村たおけるエ農業総生産額とその構成比 （単位：万元）
ぐ年度合計I農業 ％ 牧業l％ 副業 ％＼漁業＼％ 工業 961久1人万喜当収た
1957 20.79 19.80 95.2 0.65 3.1 0.34 1. 6 89 
1958 20.11 19.00 94.5 0.71 3.5 0.40 2.0 96 
1959 19.02 18.01 94.7 0.64 3.4 0.37 1. 9 102 
1960 20.23 19.09 94.4 0.50 2.5 0.64 3.2 113 
1961 18.84 18.22 96.7 0.62 3.3 76 
1962 19.66 19.13 97.3 0.53 2. 7 81 
1963 24.04 23.10 96.1 0.94 3.9 91 
1964 31. 61 29.88 94.5 0.72 2.3 1.01 3.2 113 
1965 33.84 30.24 89.4 2.21 6.5 1. 39 4.1 119 
1966 36.95 31. 02 84.0 3.37 9.1 2.56 6.9 131 
1967 39.52 34.66 87. 7 1. 90 4.8 1. 79 4.5 1.17 3.0 136 
1968 40.89 34. 75 85.0 1. 89 4.6 1. 90 4.6 2.35 5.7 140 
1969 48.91 38.44 78.6 2.31 4. 7 6.25 12.8 1. 91 3.9 159 
1970 39.26 31. 38 79.9 3.42 8. 7 1. 58 4.0 2.88 7.3 135 
1971 48.51 31. 60 65.1 3.05 6.3 8. 71 18.0 5.15 10.6 139 
1972 53.33 33.89 63.5 2.09 3.9 5.87 11.0 1. 48 21. 5 131 
1973 74.35 31. 69 42.6 4.17 5.6 5. 79 7.8 32.70 44.0 145 
1974 116.14 35.66 30.7 4.00 3.4 8.26 7.1 68.22 58.7 143 
1975 107.08 35.08 32.8 3.28 3.1 7.98 7.5 60. 74 56.7 259 
1976 91. 31 28、9031. 7 3.81 4.2 11.50 12.6 47.10 51. 6 186 
1977 66.09 27.94 42.3 2.84 4.3 3.56 5.4 31. 75 48.0 163.5 
1978 90.40 45.17 50.0 4.84 5.4 8.81 9.7 31. 58 34.9 234 
1979 101. 99 48.59 47.6 7.00 6.9 6.65 6.5 39.75 39.0 280 
1980 100.44 26.65 26.5 5.05 5.0 1. 06 11.0 57.68 57.4 198 
1981 136.27 32.22 23.6 4.55 3.3 5.82 4.3 93.68 68.7 223 
1982 138.51 37.83 27.3 4.95 3.6 5.24 3.8 90.49 65.3 314 
1983 165.55 33.85 20.4 2.17 1. 3 7.10 4.3 122.43 74.0 404 
1984 259.32 55.01 21. 2 1. 91 0.7 202.40 78.1 645 
1985 356.82 45.79 12.8 3.19 0.9 24.41 6.8 0.03 0.01 283.40 79.4 767 
1986 486.69 52.23 10. 7 22.01 4.5 16.25 3.3 1. 20 0.25 395.00 81. 2 912 
1987 521. 22 84.73 16.3 19.04 3.7 1. 65 0.3 1.00 0.19 414.80 79.6 789 
出所）村より提供された資料に基づき作成。
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機能上から商業・飲食業，文教・衛生の割合は比較的高いと思われるが，実際
はそれぞれ5.3彩から 4.9彩， 8.9形から 5.5.$4るへと減少し，工業以外のその他
に比して高いことは高いが，工業の発展に比較して予想外に立ち遅れている。・
郷営企業の発展は農村内部の過剰労働力をかなり吸引しているようで，第27
表を見ると，青村郷各村の労働力は郷営企業や郷の機関にかなりの人数が就業
している。青村郷各村の戸数8,265戸，人口 2万3,529人，労働力 1万5,023人
であり，そのうち郷経済に就業する労働力は5,625人で37.5彩を占めている。
村経済では4,717人の 31.4彩，組経済では 4,677人の 31.1彩であり，郷経済の
企業に就業する率が一番高い。国営企業や機関に就業する国家幹部を除いた
郷経済の大集団では当然100彩が郷経済に就業しているが，各村においてはその
割合は異なっており，これは集鎮にある郷営企業への通勤距離や郷営企業創設
の際に建設地を提供した等々の関係によっている。その割合の最も高いのは北
港村で869人の52.1彩であり，最低は王家村で250人の21.696である。村経済
で最も労働力を多く吸引しているのは子庄村の56.5彩，つづいて北港村の51.9 
96で， これらの村は工業化が進展しているものと考えられる。逆に李客村は
11. 5彩と最低で，つづいて挑家村の23.1形である。組経済の労働力とは各村民
小組に属する個別農業労働力のことで，約 3割が農業に従事していると考えて
よい。農業に従事している割合の最も高い村は挑家村で53.8彩，つづいて王家
村の49.2彩である。次に各経済単位における女性労働力の割合を見ると，郷経
済で42.2鍬村経済53.7彩，組経済64.9彩となっている。一般に郷営企業は村
営企業に比較して規模が大きく，労働条件も優れており，女性労働力の割合が
郷よりも村，村よりも村民小組において高いということは，女性労働力が男性
労働力よりも条件の悪いところで働いており，さらには工業よりも農業に従事
しているということを物語っている111)0 
111)村外の労働力雇用についての統計は入手出来なかったが， 本村の各企業には江西省
や江蘇省北部の農村から出稼ぎに来たかなり多くの青年男女が雇用されている。す
なわち， 本村の労働力が村営企業から郷営企業へ， あるいは労働条件の悪い職場か
ら良い職場へと移動し，村営の条件の悪い職場の労働力不足を外村労働力で補って
いる。他地から来た臨時工は工場内の宿舎で生活している。
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第29表唐家村における
年\度 (A~l 労 働力（人） 農 業 労 働 力農 業 副 業 漁 業男 女 計 羹飴 哀彩 哀I形
1957 1,358 310 327 637 601 96.0 25 4.0 
1958 1,313 325 342 667 615 95.3 30 4.7 
1959 1,210 264 278 542 634 95.9 27 4.1 
1960 1,261 338 357 695 638 96.1 26 3.9 
1961 1,288 305 341 646 627 95.7 28 ,4. 3 
1962 1,356 345 368 713 671 96.0 28 4.0 
1963 1,241 346 366 712 666 95.7 30 4.3 
1964 1,465 378 397 775 725 96.0 30 4.0 
1965 1,493 393 412 805 752 95.8 33 4.2 
1966 1,528 361 379 740 687 95.4 33 4.6 
1967 1,579 387 406 793 709 95.7 32 4.3 
-1968 1,582 396 415 811 700 95.4 34 4.6 
1969 1,620 446 467 913 806 96.0 34 4.0 
1970 1,647 479 514 993 882 95.9 38 4.1 
1971 1,665 489 517 1,006 817 95.1 42 4.9 
1972 1,652 502 516 ・1,018 714 93.3 51 6.7 
1973 1,665 427 440 867 511 90.3 55 9.7 
1974 1,676 538 546 1,084 726 92.2 61 7.8 
1975 1,687 541 563 1,104 712 91. 8 64 8.2 
1976 1,743 589 587 1,176 767 91. 4 72 8.6 
1977 1,713 573 570 1,143 685 91. 9 60 8.1 
1978 1,741 561 568 1,129 590 90.8 60 9.2 
1979 1,741 568 576 1,144 643 92.5 52 7.5 
1980 1,739 508 513 1,021 478 94.5 28 5.5 
1981 1,780 563 558 1,121 514 97.7 12 2.3 
1982 1,808 581 601 1,182 505 97.7 12 2.3 
1983 1,825 578 599 1,177 511 97.7 12 2.3 
1984 1,794 560 581 1,141 335 97.4 ， 2.6 
1985 1,800 550 610 1,160 247 98.8 3 1. 2 
1986 1,819 557 568 1,125 188 95.9 8 4.1 
1987 1,803 560 587 1,147 194 96.0 8 4.0 
出所）村より提供された資料に基づき作成。
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労働力構成
(A) 工 業 労 働 カ ひ） 農
烹i） 
工
計 ・ 郷 営 村 営 個人営 計
l（人-i） 」羹 彩 哀I％ 哀1% 歳I彩 哀彩
626 100.0 626 10 
645 100.0 645 10 
661 100.0 661 11 
664 100.0 664 10 
. 655 98.3 11 100.0 11 1. 7 666 10 
699 98.0 14 100.0 14 2.0 713 12 
696 97.8 16 100.0 16 2.2 712 13 
755 97.4 20 100.0 20 2.9 775 11 
785 97.5 20 100.0 20 2.5 805 14 
720 97.3 20 100.0 20 2.7 740 12 
741 93.4 25 48.1 27 51. 9 52 6.6 793 10 
734 90.5 45 58.4 28 36.4 4 5.2 77 9.5 811 13 
840 91. 9 45 60.8 26 35.1 3 4.1 74 8.1 914 12 
920 92.6 45 61. 6 25 34.2 3 4.1 73 7.4 993 12 
859 87.1 58 45.7 66 52.0 3 2.4 127 12.9 986 14 
765 75.1 98 38.7 151 59.7 4 1. 6 253 24.9 1,018 14 
566 65.3 110 36.5 186 61. 8 5 1. 7 301 34.7 867 16 
787 72.6 111 37.4 180 60.6 6 2.0 297 27.4 1,084 16 
776 70.3 128 36.6 204 62.2 4 1. 2 328 29.7 1,104 15 
839 71. 3 127 37.7 208 61. 7 2 0.6 337 28.7 1,176 17 
745 65.2 153 38.4 245 61. 6 398 34.8 1,143 18 
650 57.3 167 34.5 315 65.1 2 0.4 484 42.7 1,134 20 
695 60.8 178 39.6 269 59.9 2 0.4 449 39.2 1,144 21 
506 49.6 189 36.7 324 62.9 2 0.4 515 50.4 1,021 21 
526 46.9 242 40. 7 309 51. 9 44 7.4 596 53.1 1,121 26 
517 43.7 273 41.1 357 53.7 35 5.3 665 56.3 1,182 31 
523 44.4 272 41. 6 367 56.1 15 2.3 654 55.6 1,177 13 
344 29.9 314 38.9 483 59.9 . 10 1. 2 807 70.1 1,151 17 
250 21. 6 375 41. 2 528 58.0 7 0.8 910 78.4 1,160 24 
196 17.4 390 42.0 531 57.2 8 0.9 929 82.6 1,125 24 
202 17.6 432 45.7 478 50.6 35 3.7 945 82.4 1,147 24 
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次に，第28表より唐家村における産業構造の変化を見ると， 1967年~1987年
の20年間に総生産額は 20.79万元から 521.22万元へと 25倍に増加している。
1957年当時の産業構成比を生産額で見ると，農業が95.2彩，牧業3.'1彩，副業
1. 6形と圧倒的に農業の比重が高い。工業化を開始した1967年においては，それ
ぞれが87.7彩， 4.896,4.5彩となり，工業はわずか3.0彩であった。ところが，農
村工業の第二次興隆期である1973年には農業42.6彩，牧業5.6彩，副業7.8彩，
工業44.0形と工業が農業を追い越した。しかし．牧業や副業をも含めた広い意
味での農業では56.0彩とまだ工業よりも高い。第三次興隆期の1980年には工業
が57.4彩となり，過半数を占めるようになった。そして， 1986年には広義の農
業が18.8鍬工業が81.2彩にまで達した。しかし， 1987年度の村営企業の不振
により，広義の農業20.4鍬工業79.6彩と工業の比重は幾分減少したが，本村
における総生産額の 8割までが工業が占めるというようになり，農村工業の進
展は著しい。
労働力構成を見たのは第29表である。労働力はこの20年間に637人から1,147
人に増加しており，人口増加のス・ビードよりも速い。労働力構成を農・牧・副
・漁業の広義の農業と工業の比率で見ると， 1957年は農業が100形を占めてお
り，大躍進期の農村工業第一次興隆期に郷営企業が設立され，その結果1961年
に初めて11人が郷営企業で働くようになった。 1966年で工業労働力は2.7彩で
あったが，第二次興隆期の1967年に本村でも工業化が開始され，工業労働力は
6.6形に増加した。その後， 村営工業は郷営工業と同じような割合で農村労働
力を吸収し，第三次興隆期の1980年には工業労働力が過半数に達した。 1987年
現在では農業と工業の比率は17.6形対82.4彩となり，産業間の生産額や労働力
構成を見る限り，本地区の産業構造はかなり高度化していると言える。
以上見てきたように，上海近郊農村である青村郷や唐家村においては1980年
代に入って農村工業が加速度的に発展し，農業の比重は極端なまで低下し，エ
業の比重が高くなっており，このような傾向は近年の大都市近郊農村に見られ
る一般的特徴である。 、 （以下，続く）
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